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1.はじめに

環境地質部地震地質課では,京都府丹後半島地域にお

ける地震断層及び活断層に関する研究の一環として,昭

和59年度に郷村断層(地震断層)及び仲禅寺断層(活断

層)のポｰリング調査,.翌60年度に上記2断層及び山田

断層(地震断層)のトレンチ掘削調査を実施した.これら

の調査は,郷村断層,山田断層及び仲禅寺断層の活動履

名古屋出張所(元環境地質部)

環境地質部

パリノ･サｰヴユイ株式会社(元燃料部)

歴及び活動性を明らかにすることを目的として行われた.

ポｰリング及びトレンチ掘削調査により断層の活動履歴

を明らかにするためには,ボｰリング資料やトレンチ壁

面に現れた地層の年代を決定することが不可欠である.

このため,ボｰリングコア試料及びトレンチ壁面試料の

1斗C年代測定及び花粉分析,並びにこれらの試料から広

域火山灰の検出･同定を行い,年代に関するデｰタの取

得に努めた.その結果,郷村断層,山田断層及び伸禅寺

断層の活動履歴を明らかにする上で極めて有用な年代デ

ｰタを得ることができ,これらのデｰタに基づく上記3

断層の活動史について概要を報告した(佃ほか,1986a,
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京都府丹後半島地域の更新世後期から

　　完新世の堆積物とその花粉分析

杉山雄一＊佃　栄吉　　徳永重元＊＊＊

SuGIYAMA，Y．，TsuKuDA，E．and　ToKuNAGA，S．（1986）　Deposits　of　the　Latest　Pleisto－

　　　cene　and　Holocene　of　the　Tango－hant6area　in　Ky6to　Prefecture　and　their　pollen

　　　analytical　study．B％〃。（｝60よS％7肌1ψαη，vol．37（11），P．571－600．

Abstract：As　a　part　of　the　comprehensive　research　on　active　faults　of　the　Tango－hant6

area　in　Ky6to　Prefecture，pollen　analysis　and　carbon－14dating　of　samples　obtained　in

drilling　and　excavation　surveys　were　can・ied　out　as　well　as　detection　of　widespread

marker　tephras　from　them．As　a　result　of　the　pollen　analysis，510cal　pollen　zones（TAG－I

to　TAG』V　zones）are　distinguished。The　lowest　TAG－I　zone　is　characterized　by　high　fre－

quency　values　of　Cηがo郷6吻and　Q％oγo％s　subgen．Lのづ406α」朋％s　which　suggest　moist

and　temperate　climate．This　period　is　correlated　with　an　interstadial　just　before　the　last

stadial　in　the　Last　Glacial　Stage　and　ended　at　least　by22，000years　BP．The　second

TAG－II　zoneほs　marked　by　a　decline　of　Cηがo郷o吻and　L砂づ40δα」伽％s，and　an　increase　of

P伽％s　subgen．∬のJozyJoπ，Ts％gα，五漉s　and　P吻αindicating　cool　and　dry　climate．The

Aira－Tn　ash　bed　is　intercalated　in　silt　be（i　of　this　zone．This　period　is　co1Yelative　with

the　last　stadial（the　coldest　period）of　the　Last　Glacial　Stage．The　third　TAG・III　zone　is

similar　in　pollen　assemblage　to　the　TAG－II　zone，but　its　frequency　values　of　Ts％8・αand

P魏αare　lower　than　those　of　the　upper　part　of　the　TAG－II　zone．This　period　is　co1Tela・

ted　with　the　Late　Glacial　and　began　at　least　by12，000years　BP．The　next　TAG－IV

period　corresponds　to　the　early　time　of　the　Postglacial　age，and　is　characterized　by　a

remarkable　decrease　of∬のJo劉Jo％，鴛％gα，14漉s　and　P初α，restoration　of　Cη費o翅θ吻

and　rather　high　frequency　value　of！生」π％s．This　perio（l　ended　about8，000years　BP、The

uppermost　TAG－V　zone　representing　the　middle　and　upper　parts　of　the　Holocene　is

marke（i　by　a　predominance　of　Cηがo翅67畝The　pollen　analysis　as　well　as　carbon－14

dating　and　detailed　observ換tion　of　trench　exposures　revealed　that　in　alluvial　lowlands　of

the　Tango－hantO　area　occurred　a　cease　of　deposition　in　the　climax　of　the　last　stadial　and

early　time　of　the　Late　Glacial（ca。18，000to12，000years　BP）．

1．はじめに

　環境地質部地震地質課では，京都府丹後半島地域にお

ける地震断層及び活断層に関する研究の一環として，昭

和59年度に郷村断層（地震断層）及び仲禅寺断層（活断

層）のボーリング調査，翌60年度に上記2断層及び山田

断層（地震断層）のトレソチ掘削調査を実施した．これら

の調査は，郷村断層，山田断層及び仲禅寺断層の活動履

＊名古屋出張所（元環境地質部）

＊＊環境地質部

＊＊＊パリノ・サーヴェイ株式会社（元燃料部）

歴及び活動性を明らかにすることを目的として行われた．

ボーリング及びトレンチ掘削調査により断層の活動履歴

を明らかにするためには，ボーリング資料やトレンチ壁

面に現れた地層の年代を決定することが不可欠である．

このため，ボーリソグコア試料及びトレンチ壁面試料の

14C年代測定及び花粉分析，並びにこれらの試料から広

域火山灰の検出・同定を行い，年代に関するデータの取

得に努めた。その結果，郷村断層，山田断層及び仲禅寺

断層の活動履歴を明らかにする上で極めて有用な年代デ

ータを得ることができ，これらのデータに基づく上記3

断層の活動史について概要を報告した（佃ほか，1986a，
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策1図丹後半島地域の地形概略図(埋谷接峰面図)

700,500,300mの等高線は幅2km未満の谷を消去,100mの等高線は幅1km未満の谷を消去.

①:網野一峰山低地,②:野剛11(加悦谷)低地,⑧:久美浜低地,C:伸禅寺断層,G:郷村断層,Y:山田断層.

b;杉山･佃,1986b).

一方,今回得られた花粉層序及び14C年代値等とボｰ

リング及びトレンチ掘削調査の結果明らかとたった最上

部更新統及び完新統の層相,層序等のデｰタとを勘案す

ることによって,丹後半島地域における更新世後期から

完新世にかけての気候変化や沖積低地の堆積史について

の多くの新知見が得られた.筆者らはこの点に注目して,

第四紀後期における環境変遷史の解明という観点から,

上述したボｰリングコア試料及びトレンチ壁面試料の花

粉分析結果,14C年代値,及び層相同層序画広域火山灰

の挟在層準等の地質学的デｰタの解析を行い,第四紀後

期の環境変遷史に関して言及する.

2.調査地域の地形及び地質の概要

調査を実施した京都府北部の丹後半島は,若狭湾の西

側を掘し,北東に向かって突出する日本海側有数の半島

であり,その大部分は山地からなる.丹後半島の南縁に

は,宮津湾から野田川流域にかけて北東一南西方向の低

かやだに

地(野田川低地または加悦谷低地)が発達し,丹後半島山

地と南の舞福山地(国土庁土地局,1976)との境界をな

している(第1図).丹後半島山地には,標高500mを

越す山々が連なり,標高500～600mには高原状地形(小

起伏面)が発達する.丹後半島山地の西側には,北流し

て日本海に注ぐ竹野川の中流部及び福田川に沿って北北
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　　　　　第1図丹後半島地域の地形概略図（埋谷接峰面図）
700，500，300mの等高線は幅2km未満の谷を消去，100mの等高線は幅1km未満の谷を消去，
①＝網野一峰山低地，②：野田川（加悦谷）低地，③：久美浜低地，C：仲禅寺断層，G：郷村断層，Y：山田断層。

b；杉山・佃，1986b）．

一方，今回得られた花粉層序及び14C年代値等とボー

リング及びトレンチ掘削調査の結果明らかとなった最上

部更新統及び完新統の層相，層序等のデータとを勘案す

ることによって，丹後半島地域における更新世後期から

完新世にかけての気候変化や沖積低地の堆積史について

の多くの新知見が得られた。筆者らはこの点に注目して，

第四紀後期における環境変遷史の解明という観点から，

上述したボーリングコア試料及びトレンチ壁面試料の花

粉分析結果，14C年代値，及び層相・層序。広域火山灰

の挟在層準等の地質学的データの解析を行い，第四紀後

期の環境変遷史に関して言及する．

2．調査地域の地形及び地質の概要

調査を実施した京都府北部の丹後半島は，若狭湾の西

側を拒し，北東に向かって突出する日本海側有数の半島

であり，その大部分は山地からなる．丹後半島の南縁に

は，宮津湾から野田川流域にかけて北東一南西方向の低
　　　　　　　かやだに地（野田川低地または加悦谷低地）が発達し，丹後半島山

地と南の舞福山地（国土庁土地局，1976）との境界をな

している（第1図）．丹後半島山地には，標高500mを

越す山々が連なり，標高500～600mには高原状地形（小

起伏面）が発達する．丹後半島山地の西側には，北流し

て日本海に注ぐ竹野川の中流部及び福田川に沿って北北
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窮2図丹後半島地域の地質概略図

1:宮津花開岩類,2:北但(与謝)層群,3:高位段丘堆積物,4:中位段丘堆積物,5:低位段丘堆積物,

6:沖積低地堆積物(白地部分)及び海域,7:断層(破線は推定部分;矢印は走向ずれの方向,ゲバは落下

側を示す),C:仲禅寺断層,G:郷村断層,Y:山周断綴.

西一南南東方向の低地(網野一峰山低地)が発達する.同

低地とそのさらに西に位置する久美浜低地との間には,

南北に山嶺が連なる山地が存在し,その高度は南(500～

600m)から北(200～300m)へ次第に低下する.

丹後半島地域には,第2図に示したように,花開岩類

及び新第三系が広く分布する.同地域に分布する花嵩岩

類は宮津花崩岩と呼ばれ,大部分が粗粒た黒雲母花歯岩

からなる.同化闇岩は白亜紀末一古第三紀初頭の放射年

代を示す(NOzawa,1975).また,新第三系は北低層群

または与謝層群と呼ばれ,宮津花開岩を不整合に覆う.

北低層群は,主として安山岩の溶岩及び火砕岩類,砂岩,

泥岩及び礫岩等からなる(弘原海･松本,1958;広川国

黒田,1960;弘原海ほか,1966).丹後半島地域におけ

る段丘堆積物の分布はあまり広くない.第2図に示した

ように,丹後半島の北縁,沖積低地のへり,山地内等に

点在するに過ぎない.段丘堆積物は,赤色風化の程度及

び段丘面の高度から,大きく高位段丘堆積物,中位段丘

堆積物及び低位段丘堆積物に区分される(杉山｡佃,

1986a).このうち,福田川西岸の網野町下岡付近に分

布する中位段丘堆積物の上部には,新井画町田(1979)

により約8万年前の降下とされる蒜山原軽石(DHP)が

挟まれている(植村,1985;杉山国佃,1986a)､また,

沖積低地堆積物は主として野田川,竹野川及び福田川沿

いの低地に分布する.既存のボｰリング資料(網野町,

1977等)及び本研究により実施したポｰリング調査によ

ると,沖積低地堆積物の厚さは野田川低地及び宮津線網

野駅以北の福田川流域では広い範囲にわたって20mを

超え,30mに達するところもある.また,竹野川の中

流域では10～15mのところが多い.

丹後半島地域には,昭和2年3月7日に発生した北丹
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後地震(M7.3)の際に活動した郷村断層及び山田断層

が存在する.両断層は互に共役た断層と考えられ,地形

的に見た場合,各々網野一峰山低地の西縁,野田川低地

の北縁に存在する(第1図).郷村断層は,第1及び2図

に示したように,北北西一南南東の一般走向を有し,雁

行配列した4つの断層セグメントからなる.北丹後地震

時の同断層の変位量は,最大左水平ずれ2･8m,最大西

側隆起79cmに達した(YAMAsAKlandTADA,1928).

山田断層は東北東一西南西の走向を有し,北丹後地震時

には断層の一部のみが活動した.その変位量は右水平ず

れ80cm,北西側隆起70cmに達した(同上).郷村断層

の東約2kmには,同断層とほぼ並走する仲禅寺断層

(活断層研究会,1980)が存在する(第2図).同断層は

有史以来活動した記録を持たたいが,明瞭な左横ずれ変

位地形を伴う.

3･ボｰリング調査及びトレンチ掘削調査の概要

ごうやた

ボｰリング調査は,第3図に示した下岡,郷,矢田,

やすかみすげ

安及び上菅の5地区で実施した.これら5地区のうち,

下岡,郷及び安の3地区では郷村断層の通過位置を挟む

その両側で,上菅地区では同断層通過位置の東側(相対

的に低下した側)で,また,矢田地区では仲禅寺断層の

通過推定位置を挟むその両側で,各々ボｰリングを行

った.各ボｰリングは,矢田地区で実施した斜め掘りボ

ｰリング1本を除いて,沖積低地堆積物を掘り抜き,基

盤の花開岩類又は北低層群へ到達することを目安として

掘進した.各地区におけるボｰリング地点を第4図に示

す.

トレンチ掘削調査は,第3図に示した下岡,郷,矢田

及び上山田の4地区において各1ケ所,計4ケ所で実施

した.このうち,下間及び郷地区では郷村断層通過位置,

矢田地区では仲禅寺断層の通過推定位置,また,上山田

地区では山田断層通過位置を横断してトレンチを掘削し

た.
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4･沖積低地堆積物の層序及び層相

ポｰリング調査及びトレンチ掘削調査の結果に基づい

て作成された各地区の地質断面図(郷及び上山田地区の

ものはブロックダイアグラム)を第5,8,9,12-14図に示

す.このうち,下岡,矢田,安,上菅4地区の断面図は

ボｰリング調査の結果に基づき,郷地区の断面図(ブロ

ックダイアグラム)はポｰリング調査及びトレンチ掘削

調査の結果を総合したものである.また,上山田地区の

断面図(ブロックダイアグラム)はトレンチ掘削調査の結

果に基づく.後述する花粉分析を実施した下岡地区の

第3図ボｰリング及びトレンチ掘削調査実施地区位置図

a及ぴb図の範囲については第2図を参照.

A-3及びA-4ボｰリング,並びに矢田地区のC-5ボｰ

リング及びトレンチ北側壁面については,各々,柱状図

文はスケッチを第6,7,10,11図に示した.

(1)下岡地区

本地区には第5図に示したように,新第三系北低層群

を基盤として,最大層厚22.9mに達する沖積低地堆積

物が発達する.同堆積物は固結度,粘性,及び色調の違

いにより,便宜上,下位の<更新統>と上位の<完新

統〉に区分した.このうち,上位の<完新統>は後述す

る14C年代測定及び花粉分析の結果,約9,000年前以降

の完新統(後氷期堆積物)であることが判明した.<更新
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後地震（M7・3）の際に活動した郷村断層及び山田断層

が存在する．両断層は互に共役な断層と考えられ，地形

的に見た場合，各々網野一峰山低地の西縁野田川低地

の北縁に存在する（第1図）．郷村断層は，第1及び2図

に示したように，北北西一南南東の一般走向を有し，雁

行配列した4つの断層セグメントからなる．北丹後地震

時の同断層の変位量は，最大左水平ずれ2・8m，最大西

側隆起79cmに達した（YAMAsAKI　and　TADA，1928）．

山田断層は東北東一西南西の走向を有し，北丹後地震時

には断層の一部のみが活動した．その変位量は右水平ず

れ80cm，北西側隆起70cmに達した（同上）。郷村断層

の東約2kmには，同断層とほぼ並走する仲禅寺断層

（活断層研究会，1980）が存在する（第2図）．同断層は

有史以来活動した記録を持たないが，明瞭な左横ずれ変

位地形を伴う．

　3．ボーリング調査及びトレンチ掘削調査の概要

　　　　　　　　　　　　　　　　　ごう　　やた
　ボーリング調査は，第3図に示した下岡，郷，矢田，
やす　　　かみすげ

安及び上菅の5地区で実施した．これら5地区のうち，

下岡，郷及び安の3地区では郷村断層の通過位置を挟む

その両側で，上菅地区では同断層通過位置の東側（相対

的に低下した側）で，また，矢田地区では仲禅寺断層の

通過推定位置を挟むその両側で，各々ボーリングを行

った．各ボーリングは，矢田地区で実施した斜め掘りボ

ーリング1本を除いて，沖積低地堆積物を掘り抜き，基

盤の花嵩岩類又は北但層群へ到達することを目安として

掘進した．各地区におけるボーリング地点を第4図に示

す．

　トレンチ掘削調査は，第3図に示した下岡，郷，矢田

及び上山田の4地区において各1ケ所，計4ケ所で実施

した。このうち，下岡及び郷地区では郷村断層通過位置，

矢田地区では仲禅寺断層の通過推定位置，また，上山田

地区では山田断層通過位置を横断してトレンチを掘削し

た．

4．沖積低地堆積物の層序及び層相

　ボーリング調査及びトレンチ掘削調査の結果に基づい

て作成された各地区の地質断面図（郷及び上山田地区の

ものはブ・ックダイアグラム）を第5，8，9，12－14図に示

す．このうち，下岡，矢田，安，上菅4地区の断面図は

ボーリング調査の結果に基づき，郷地区の断面図（ブロ

ックダイアグラム）はボーリング調査及びトレンチ掘削

調査の結果を総合したものである．また，上山田地区の

断面図（ブ・ックダイアグラム）はトレンチ掘削調査の結

果に基づく．後述する花粉分析を実施した下岡地区の
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第3図　ボーリング及びトレンチ掘削調査実施地区位置図
　　　a及びb図の範囲については第2図を参照．

A－3及びA－4ボーリング，並びに矢田地区のC－5ボー

リング及びトレンチ北側壁面については，各々，柱状図

又はスケッチを第6，7，10，11図に示した．

　（1）下岡地区

　本地区には第5図に示したように，新第三系北但層群

を基盤として，最大層厚22，9mに達する沖積低地堆積

物が発達する．同堆積物は固結度，粘性，及び色調の違

いにより，便宜上，下位のく更新統＞と上位の〈完新

統＞に区分した．このうち，上位のく完新統＞は後述す

る14C年代測定及び花粉分析の結果，約9，000年前以降

の完新統（後氷期堆積物）であることが判明した．＜更新
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京都府丹後半島地域の更新世後期から完新世の堆積物とその花粉分析(杉山ほか2名)
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第4図各調査地区の詳細図

各回とも紙面上方が北.郷及ぴ矢田地区の部分拡大図以外は,下岡地区と同一縮尺.

A-1,B-2等の番号(ボｰリング番号)を付した黒丸はボｰリング地点を示す.

統〉については,14C年代測定等を行っていないため正

確な時代は不明であるが,約9,000年前と推定される完

新統の基底砂礫層の下位に位置することから更新統の可

能性が高い.

<更新統〉はボｰリング側線東端のA-0ボｰリング

にのみ認められる.層厚は3m,分布深度は標高一10.

23m～一13,23mである.下底からその上方1.75狐ま

での部分は,シルト混じりの黄褐色細砂からなる.下底

の厚さ10cmの部分は北低層群起源の安山岩中礫(玉

石)を含み,基盤をたす北低層群の凝灰質泥岩を覆う.

下底からの高度1･75m～3mの部分は細礫混じりの淡

紫色粘土からなり,<完新統>基底の砂礫層に覆われる.

<完新統>は層相に基づいて下位より基底砂礫層

(Ag),下部完新層(A1)及び上部完新層(Au)に3分さ

れる.

基底砂礫層(Ag)は,A-0～A-6全ボｰリングで認め

られる.A-0ボｰリングでは上述のように<更新統>

を覆い,A-1～A-6ボｰリングでは北低層群の凝灰質泥

岩を直接覆う.本砂礫層は,中礫一組礫サイズの安山岩

の亜角礫一亜円礫を主体とし,基質の砂は粗砂一中砂か

らたる.また,A-2ボｰリングでは腐植層を挟む.本

砂礫層基底の深度はA-4及びA-5ボｰリング付近で最

も大きく,標高一18～一20mに達する.A-4ポｰリング

以東では東に向って徐々に浅くだる.一方,A-5ポｰ
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　　　　　　第4図各調査地区の詳細図
各図とも紙面上方が七郷及び矢田地区の部分拡大図以外は，下岡地区と同一縮尺。

A－1，B－2等の番号（ボーリング番号）を付した黒丸はボーリング地点を示す。

統＞については，14C年代測定等を行っていないため正

確な時代は不明であるが，約9，000年前と推定される完

新統の基底砂礫層の下位に位置することから更新統の可

能性が高い．

　く更新統＞はボーリソグ側線東端のA－0ボーリング

にのみ認められる．層厚は3m，分布深度は標高一10．

23m～一1323mである。下底からその上方1．75mま

での部分は，シルト混じりの黄褐色細砂からなる．下底

の厚さ10cmの部分は北但層群起源の安山岩中礫（玉

石）を含み，基盤をなす北但層群の凝灰質泥岩を覆う．

下底からの高度1・75m～3mの部分は細礫混じりの淡

紫色粘土からなり，＜完新統＞基底の砂礫層に覆われる．

　＜完新統＞は層相に基づいて下位より基底砂礫層

（Ag），下部完新層（A1）及び上部完新層（Au）に3分さ

れる．

　基底砂礫層（Ag）は，A－0～A－6全ボーリングで認め

られる，A－0ボーリングでは上述のようにく更新統＞

を覆い，A－1～A－6ボーリングでは北但層群の凝灰質泥

岩を直接覆う．本砂礫層は，中礫一細礫サイズの安山岩

の亜角礫一亜円礫を主体とし，基質の砂は粗砂一中砂か

らなる。また，A－2ボーリングでは腐植層を挟む．本

砂礫層基底の深度はA－4及びA－5ボーリング付近で最

も大きく，標高一18～一20mに達する．A－4ボーリング

以東では東に向って徐々に浅くなる．一方，A－5ボー
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第5図下岡地区地質断面図

1:耕土及ぴ表土,2:火山灰層(鬼界アカボヤ火山灰),3:シルトｰ粘土層及ぴ腐植層,4:砂層(一部,綱礫を

含む),5:砂礫層,6:〈更新統〉,7:北低層群一Au:上部完新層,A1:下部完新層,Ag:基底砂礫層.

リングの西側では急激に浅くなり,同ポｰリングの西

60mに位置するA-6ボｰリングでは,砂礫層基底の深

度は標高一5･94mである.本砂礫層の厚さは,基底深

度が大きいA-4及びA-5ボｰリングでは4mに達し,

その他のボｰリングでは2･4～1.6m程度である.

下部完新層(A1)は砂,シルト,粘土及び腐植等から

なり,断面図(第5図)に示したように,A-3ボｰリン

グ付近を境として東部と西部とで層相を異にする.東部

のA-0～A-2ボｰリングでは,本属は主として砂層か

らなり,粘土一シルト層及び腐植層を挟む.砂層を構成

する砂は粗砂一組砂で,下部では細礫を混じえることが

多く,中一上部ではシルト質となる.また,砂層中には

頻繁に腐植物が挟まれ,踊に木片も認められる.中央部

のA-3ボｰリングの下部完新層は,上述した東部のポ

ｰリングの下部完新層に比べて砂層に対するシルトｰ粘

土層の割合が大きく,柱状図(第6図)に示したように砂

層と砂混じりシルト層又は粘土層との互層状を呈する.

また,下部完新層上部の深度8.3～9.3m(標高一4.76

～一5.76m)には,ガラス質の白灰色火山灰が挟まれる.

この火山灰は,後述するように,火山ガラスの屈折率測

定等により鬼界アカボヤ火山灰であることが明らかにた

った.西部のA-4及びA-5ボｰリングの下部完新層は,

粘土一シルト層及び腐植層を主体とし,下部に細礫混じ

りの砂層を挟む.粘土一シルト層は腐植質で暗褐色を呈

する.A-4ポｰリングの深度10.70～12.80m(標高一

7.04～一9.14m)及びA-5ボｰリングの深度10.45～11.

90m(標高一6.96～一8.41m)の腐植質粘土層及び腐植

層には,長径数mm～1cm程度の貝殻片が含まれる.

また,A-4ボｰリングの深度10.50～10,70m(標高一

6.84～一7.04m)には,A-3ボｰリングと同様に鬼界ア

カボヤ火山灰が挟まれるζ第7図).最も西に位置する

A-6ボｰリングでは,下部完新層に比定できる層相が

欠如している.下部完新層の層厚はA-2及びA-3ボｰ

リング付近で最も大きく,12mに達し,その東西両側

に向って徐々に薄くなる.また,本属は上述のように

A-6ボｰリングでは認められたいことから,A-5ボｰ

リングの西で尖減するものと考えられる.

上部完新層(Au)は著しく緩い砂,シルトｰ粘土及び

腐植からなる.上部完新層の下部には連続性のよい細礫

混じりの粗砂一中砂からなる砂層が発達する.この砂層

はA-4及びA-5ボｰリングでは4m以上の厚さがあり,

東に向って徐々に薄くなるが東端のA-0ボｰリングま

で追跡される.上部完新層の上部は主としてシルトｰ粘

土層及び腐植層からたり,耕土及び表土に覆われる.上

部完新層の厚さは西部のA-4及びA-5ポｰリングでは

8mに達し,A-3以東では5～6m程度である.

ボｰリング調査測線の約40m北で実施したトレンチ

掘削調査では,上位より1)厚さ60～120cm程度の粘

土一シルト層,2)最大層厚1.2mのレンズ状砂層,3)

厚さ30～60cmの粘土一シルト層及び腐植層,4)最大
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　　　　　　　　　第5図　下岡地区地質断面図
1：耕土及ぴ表土，2：火山灰層（鬼界アカホヤ火山灰），3：シルトー粘土層及ぴ腐植層，4：砂層（一部，細礫を

含む），5：砂礫層，6：く更新統〉，7＝北但層群。Au：上部完新層，Al：下部完新層，Ag：基底砂礫層．

リングの西側では急激に浅くなり，同ボーリングの西

60mに位置するA－6ボーリングでは，砂礫層基底の深

度は標高一5・94mである．本砂礫層の厚さは，基底深

度が大きいA－4及びA－5ボーリングでは4mに達し，

その他のボーリングでは2・4～1．6m程度である．

　下部完新層（A1）は砂，シルト，粘土及び腐植等から

なり，断面図（第5図）に示したように，A－3ボーリン

グ付近を境として東部と西部とで層相を異にする．東部

のA－0～A－2ボーリングでは，本層は主として砂層か

らなり，粘土一シルト層及び腐植層を挟む．砂層を構成

する砂は粗砂一細砂で，下部では細礫を混じえることが

多く，中一上部ではシルト質となる．また，砂層中には

頻繁に腐植物が挟まれ，稀に木片も認められる．中央部

のA－3ボーリングの下部完新層は，上述した東部のボ

ーリングの下部完新層に比べて砂層に対するシルトー粘

土層の割合が大きく，柱状図（第6図）に示したように砂

層と砂混じりシルト層又は粘土層との互層状を呈する．

また，下部完新層上部の深度8。3～9。3m（標高一4。76

～一5・76m）には，ガラス質の白灰色火山灰が挟まれる．

この火山灰は，後述するように，火山ガラスの屈折率測

定等により鬼界アカホヤ火山灰であることが明らかにな

った．西部のA－4及びA－5ボーリングの下部完新層は，

粘土一シルト層及び腐植層を主体とし，下部に細礫混じ

りの砂層を挟む．粘土一シルト層は腐植質で暗褐色を呈

する．A－4ボーリングの深度10．70～12。80m（標高一

7。04～一9。14m）及びA－5ボーリングの深度10．45～11．

90m（標高一6。96～一8。41m）の腐植質粘土層及び腐植

層には，長径数mm～1cm程度の貝殻片が含まれる．

また，A－4ボーリングの深度10．50～10・70m（標高一

6．84～一7．04m）には，A－3ボーリングと同様に鬼界ア

カホヤ火山灰が挟まれる（第7図）．最も西に位置する

A－6ボーリングでは，下部完新層に比定でぎる層相が

欠如している．下部完新層の層厚はA－2及びA－3ボー

リング付近で最も大きく，12mに達し，その東西両側

に向って徐々に薄くなる．また，本層は上述のように

A－6ボーリングでは認められないことから，A－5ボー

リングの西で尖滅するものと考えられる．

　上部完新層（Au）は著しく緩い砂，シルトー粘土及び

腐植からなる．上部完新層の下部には連続性のよい細礫

混じりの粗砂一中砂からなる砂層が発達する．この砂層

はA－4及びA－5ボーリングでは4m以上の厚さがあり，

東に向って徐々に薄くなるが東端のA－0ボーリングま

で追跡される．上部完新層の上部は主としてシルトー粘

土層及び腐植層からなり，耕土及び表土に覆われる．上

部完新層の厚さは西部のA－4及びA－5ボーリングでは

8mに達し，A－3以東では5～6m程度である．

　ボーリソグ調査測線の約40m北で実施したトレンチ

掘削調査では，上位より1）厚さ60～120cm程度の粘

土一シルト層，2）最大層厚L2mのレンズ状砂層，3）

厚さ30～60cmの粘土一シルト層及び腐植層，4）最大
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京都府丹後半島地域の更新世後期から完新世の堆積物とその花粉分析(杉山煙か2名)
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京都府丹後半島地域の更新世後期から完新世の堆積物とその花粉分析（杉山ほか2名）
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　　　第7図下岡地区A確ボーリング柱状図
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層厚1.8mのレンズ状砂層,5)厚さO.5～1.5m程度

の粘土層及び腐植層,6)厚さ60cm以上(下限不明)の

腐植混じり砂層が露出した.

なお,既存資料(YAMAsAKlandTADA,1928;渡邊･

佐藤,1928等)から判断すると,郷村断層はA-3ボｰ

リング付近を通過するものと推定されるが,今回のボｰ

リング調査ではこれを確認するような資料は得られなか

った.一方,トレンチ掘削調査では,明瞭な断層を認め

ることはできなかったが昭和2年の北丹後地震時に形成

されたと推定できる砂脈及び開口亀裂群が発見された

(イ田ほか,1986a,b).

(2)郷地区

郷地区ではボｰリング調査及びトレンチ掘削調査の結

果,郷村断層の両側で沖積堆積物の基盤が異なることが

判明した.即ち,郷村断層の西側(上盤側)では北低層群

に属する安山岩を基盤とするのに対して,東側(下盤側)

では宮津花鵠岩を基盤とする(第8図).郷村断層は宮津

花開岩と安山岩岩脈との境界に一致する(佃ほか,

1986a)､

本地区に分布する沖積堆積物は,下位より厚さ0～3

mの砂礫層及び礫混じりシルト質砂層,30cm～1m程

度の一部礫混じりの腐植層,1m程度の盛土(マサ土),

耕土及び表土からなる(第8図).砂礫層に含まれる礫は

中礫一団礫サイズの安山岩の亜角礫一円礫を主体とする.

また,腐植層からは後述するように,縄文時代前をいし

中期から奈良･平安時代にかけての土器｡土師器片が出

土した.

トレンチ壁面の観察によると,上述の砂礫層上面(腐

植層下底)の高度は郷村断層を境としてその西側が約65

cm高い､この高度差は昭和2年の北丹後地震の際の郷

地区周辺における郷村断層の垂直変位量にほぼ等しく,

同地震時に形成された断層変位と考えられる(佃ほか,

1986a).なお,砂礫層基底の高度も,同断層を境とし

てその西側が最大で3m程島い.このような郷村断層

を挟んでの砂礫層基底の高度差は,断層運動による変位

の累積を示している可能性がある.しかし,この高度差

の一部は安山岩と花崩岩との侵食に対する抵抗性の違い

により初生的に形成された可能性もあり,高度差すべて

を断層変位と見たしてよいかどうかは明らかでない(佃

帝まヵ},1986a).

(3)矢田地区

本地区には第9図に示したように,宮津花開岩を基盤

として最大層厚9mに達する沖積堆積物が発達する.

矢田地区に分布する沖積堆積物は,既述した下岡地区と
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第8図

〰

0七北

脇耕土

口盛土(マサ±)

一部礫混じり

の腐植層

及び礫混じり

質砂層

回安山岩

郷地区ブロックダイアグラム

ブロヅクダイアグラム下底の標高は約20m.
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層厚L8mのレソズ状砂層，5）厚さ0・5～L5m程度

の粘土層及び腐植層，6）厚さ60cm以上（下限不明）の

腐植混じり砂層が露出した．

　なお，既存資料（YAMAsAKI　and　TADA，19281渡邊・

佐藤，1928等）から判断すると，郷村断層はA－3ボー

リング付近を通過するものと推定されるが，今回のボー

リγグ調査ではこれを確認するような資料は得られなか

った．一方，トレンチ掘削調査では，明瞭な断層を認め

ることはできなかったが昭和2年の北丹後地震時に形成

されたと推定できる砂脈及び開口亀裂群が発見された

（イ田ほカ・，　1986a，b）．

　（2）郷地区

　郷地区ではボーリソグ調査及びトレソチ掘削調査の結

果，郷村断層の両側で沖積堆積物の基盤が異なることが

判明した．即ち，郷村断層の西側（上盤側）では北但層群

に属する安山岩を基盤とするのに対して，東側（下盤側）

では宮津花嵩岩を基盤とする（第8図）．郷村断層は宮津

花崩岩と安山岩岩脈との境界に一致する（佃ほか，

1986a）．

　本地区に分布する沖積堆積物は，下位より厚さ0～3

mの砂礫層及び礫混じリシルト質砂層，30cm～1m程

度の一部礫混じりの腐植層，1m程度の盛土（マサ土），

耕土及び表土からなる（第8図）．砂礫層に含まれる礫は

中礫一巨礫サイズの安山岩の亜角礫一円礫を主体とする．

また，腐植層からは後述するように，縄文時代前ないし

中期から奈良・平安時代にかけての土器・土師器片が出

土した．

　トレソチ壁面の観察によると，上述の砂礫層上面（腐

植層下底）の高度は郷村断層を境としてその西側が約65

cm高い．この高度差は昭和2年の北丹後地震の際の郷

地区周辺における郷村断層の垂直変位量にほぽ等しく，

同地震時に形成された断層変位と考えられる（佃ほか，

1986a）．なお，砂礫層基底の高度も，同断層を境とし

てその西側が最大で3m程高い．このような郷村断層

を挟んでの砂礫層基底の高度差は，断層運動による変位

の累積を示している可能性がある．しかし，この高度差

の一部は安山岩と花闘岩との侵食に対する抵抗性の違い

により初生的に形成された可能性もあり，高度差すべて

を断層変位と見なしてよいかどうかは明らかでない（佃

4まヵ＞，　1986a）．

　（3）矢田地区

　本地区には第9図に示したように，宮津花闘岩を基盤

として最大層厚9mに達する沖積堆積物が発達する．

矢田地区に分布する沖積堆積物は，既述した下岡地区と

殉り
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第g図

矢田地区地質断面図

同様に固結度及び色調の違い等により,下位の<更新

統〉と上位の<完新統〉に区分した.後述する14C年代

測定及び花粉分析の結果,本地区の<更新統〉は約3～

4万年前から1万数千年前の更新世後期の堆積物,<完

新統〉は約1万2千年前以降の更新世末期から完新世の

堆積物であることが判明した.また,トレンチ壁面に現

われた<更新統〉は,伸禅寺断層により切られているこ

とが明らかになった(第11図).

<更新統〉は,本地区で実施した8本のボｰリングの

うちC-3及びC-4ポｰリングを除く6つのポｰリング

とトレンチ壁面で認められた.本属は細礫及び粘土混じ

りの粗砂一組砂層を主体とし,シルトｰ粘土層及び腐植

層を伴う.C-5ボｰリング及びトレンチ壁面では,第

10図及び第11図に示したように,細礫混じりの砂層と

シルトｰ粘土層及び腐植層とが交互に堆積している.ト

レンチ壁面では,このような砂層と細粒堆積層の組み

(ユニット)が大きく見て4つ(上位よりY1～Y4)認めら

れる(第11図).砂層を構成する砂は花嵩岩を起源とす

る砕属性の斜長石,カリ長石及び石英粒からなり,砂層

は全体としてマサ状を呈する.トレンチ壁面の観察によ

ると,砂層にはスランプ摺曲や級化層理が発達する部分

があるほか,スランプすべり面も認められる.本地域の
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第9図矢田地区地質断面図

同様に固結度及び色調の違い等により，下位の〈更新

統＞と上位の〈完新統＞に区分した．後述する14C年代

測定及び花粉分析の結果，本地区の〈更新統＞は約3～

4万年前から1万数千年前の更新世後期の堆積物，〈完

新統＞は約1万2千年前以降の更新世末期から完新世の

堆積物であることが判明した．また，トレソチ壁面に現

われたく更新統＞は，仲禅寺断層により切られているこ

とが明らかになった（第11図）．

　〈更新統＞は，本地区で実施した8本のボーリングの

うちC－3及びC－4ボーリングを除く6つのボーリング

とトレンチ壁面で認められた．本層は細礫及び粘土混じ

りの粗砂一細砂層を主体とし，シルトー粘土層及び腐植

層を伴う．C－5ボーリソグ及びトレソチ壁面では，第

10図及び第11図に示したように，細礫混じりの砂層と

シルトー粘土層及び腐植層とが交互に堆積している．ト

レγチ壁面では，このような砂層と細粒堆積層の組み

（ユニット）が大きく見て4つ（上位よりY1～Y4）認めら

れる（第11図）．砂層を構成する砂は花闘岩を起源とす

る砕屑性の斜長石，カリ長石及び石英粒からなり，砂層

は全体としてマサ状を呈する．トレンチ壁面の観察によ

ると，砂層にはスランプ摺曲や級化層理が発達する部分

があるほか，スランプすべり面も認められる．本地域の
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なっているものと推定される(第9図).C-5ポｰリング

のほぼ直下に当たるC-7ボｰリング(斜め堀りポｰリン

グ)の掘進長18.5～18.6m(標高19.5～19.4m)には,
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第10図

砂混じりシルト

草根跡を含む

一秒,腐植混じりシルト

(I,060±go)一秒混じりシルト

ヘ砂腐植混じりシルト

㊥2へ細礫,腐植混じり中一細砂

へ細礫,腐植混じりシルト

ｰ細礫混じり中一細砂

ノ腐植混じり細砂

腐植混じりのシルト

ノ細礫,腐植混じりの粗砂

一秒,腐植混じりのシルト

ノ細礫混じり粗砂

ノ細砂混じりシルト

ｰ細礫混じり細砂

へ砂,腐植混じりシルト

ニ､細礫混じり粗砂

腐植混じりシルトｰ粘土

r灘駄焔苧いる

ミ

腐植混じりシルトｰ細砂

火山カラス(姶良一Tn火山灰)

腐植混じりシルト

細一中砂

一組礫混じり粗砂

⑧6ノ腐植混じりシルトｰ細砂

ノ細礫混じり粗砂

へ腐植混じりシルトｰ細砂

一組礫混じり粗砂

(18,560±580)一ソルト混り紙一中砂

､砂混じり粘土

ソルトｰ微細砂

細砂と粗砂の細互層

､砂混じりシルト

木嚢τ＼細礫混じり粗一中砂

数値14C年代値

矢田地区C-5ポｰリング柱状図

<更新統〉砂層及びシルトｰ粘土層は,青または緑がか

った淡灰色(還元色)を呈することを特徴とするが,北部

のC-O～C-2ボｰリングでは茶褐色一赤褐色の酸化色を

呈するところもある.たお,この傾向は基盤をなす花嵐

岩直上の<更新統〉基底付近で特に著しい.<更新統〉

基底の高度は,北部のC-0～C-2ボｰリングによる断面

では,16/100程度の傾斜で東(下流側)に向って低下す

る(第9図).また,南部のC-3～C-7ポｰリングによる

断面では,中央部のC-5ポｰリング付近で谷状に深く

トレンチ壁面で観察された仲禅寺層の破砕帯に酷似する

厚さ2～3mmの粘土サイズの未固結破砕物質を伴う数

条の破砕帯が認められた.このことから,上述の<更新

統>基底の谷状の深まりは,第9図に示したように仲禅

寺断層の存在と関連している可能性がある.また,トレ

ンチ壁面に露出した<更新統〉は最大で30｡程度西に伝

斜し,後述する<完新統〉に不整合に覆われる(第11

図).このようた<更新統〉の便斜は,主としてトレン

チ地点が西向きの山地斜面の前縁部に当っていることに

起因するものと考えられるが,同時にトレンチ壁面に現

れた仲禅寺断層の変位センス(東側隆起)とも調和的であ

る.既述したスランプ構造の存在を考え併せると,同断

層の活動が山地斜面の不安定性を増大させ,斜面崩壊に

よる<更新統〉の堆積を促進した可能性が強い.

<完新統〉は,細礫混じりの粗砂一中砂層,砂混じり

のツルト層及び一部礫混じりの腐植層からなり,層厚は

最も厚いC-1ボｰリング及びトレンチ壁面では5mに

達する.<完新統〉の砂層も<更新統>の砂層と同様に

花崩岩起源の砕属物からたり,マサ状を呈するが,青ま

たは緑がかった色調を帯びる部分はほとんど認められな

い.トレンチ壁面に現われたチャネルを埋積する細礫混

じりの砂層には,木材及び木片を大量に含む部分がある.

これらの木材･木片は,河川流によって砂や礫と共に流

されてきたものと推定される.シルト層は一般に腐植を

多量に含むため,暗灰色一暗褐色を呈する.

(4)安地区

本地区には第12図に示したように,宮津花開岩を基

盤として厚さ4～9mの沖積堆積物が発達する.本地区

の沖積堆積物も固結度の違いから,便宜上,下位の<更

新統〉と上位の<完新統〉に区分した.これら両層は,

<完新統〉の上部を除いて花粉分析及びi壬C年代測定を

行い得る腐植を欠くと共に,火山灰等の年代指標物を挟

んでいたいため,その正確た堆積年代は不明である.

<更新統〉は,下位より砂礫層,一部礫混じりの砂層,

ツルト層からたる.砂礫層は細礫サイズの花嵐岩礫及び

中礫サイズの安山岩の円礫一亜円礫を主体とし,基質の

砂には粘土分が幾分含まれる.砂礫層の厚さは,郷村断

層通過位置の東に位置するD-1ボｰリングでは2.6m

に達するが,西に位置するD-3ボｰリングではわずか

30c㎜しかなく,更に西に位置するD-2ボｰリングで

は本属を欠く.砂層は3本のボｰリングすべてで認めら

れ,D-1及びD平ポｰリングでは,安山岩及び花開岩
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㊥6　ノ腐植混じりシルトー細砂
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第10図　矢田地区C－5ボーリング柱状図

＜更新統＞砂層及びシルトー粘土層は，青または緑がか

った淡灰色（還元色）を呈することを特徴とするが，北部

のC－0～C－2ボーリソグでは茶褐色一赤褐色の酸化色を

呈するところもある．なお，この傾向は基盤をなす花闘

岩直上のく更新統＞基底付近で特に著しい．＜更新統〉

基底の高度は，北部のC－0～C－2ボーリソグによる断面

では，16／100程度の傾斜で東（下流側）に向って低下す

る（第9図）．また，南部のC－3～C－7ボーリングによる

断面では，中央部のC－5ボーリング付近で谷状に深く

なっているものと推定される（第9図）．C喝ボーリング

のほぼ直下に当たるC－7ボーリング（斜め堀りボーリン

グ）の掘進長18，5～18．6m（標高19。5～19。4m）には，

トレンチ壁面で観察された仲禅寺層の破砕帯に酷似する

厚さ2～3mmの粘土サイズの未固結破砕物質を伴う数

条の破砕帯が認められた．このことから，上述のく更新

統＞基底の谷状の深まりは，第9図に示したように仲禅

寺断層の存在と関連している可能性がある．また，トレ

ンチ壁面に露出したく更新統＞は最大で300程度西に傾

斜し，後述する〈完新統＞に不整合に覆われる（第11

図）．このような〈更新統＞の傾斜は，主としてトレン

チ地点が西向きの山地斜面の前縁部に当っていることに

起因するものと考えられるが，同時にトレンチ壁面に現

れた仲禅寺断層の変位センス（東側隆起）とも調和的であ

る．既述したスラソプ構造の存在を考え併せると，同断

層の活動が山地斜面の不安定性を増大させ，斜面崩壊に

よるく更新統＞の堆積を促進した可能性が強い．

　〈完新統＞は，細礫混じりの粗砂一中砂層，砂混じり

のシルト層及び一部礫混じりの腐植層からなり，層厚は

最も厚いC－1ボーリング及びトレソチ壁面では5mに

達する．＜完新統＞の砂層も〈更新統＞の砂層と同様に

花嵩岩起源の砕屑物からなり，マサ状を呈するが，青ま

たは緑がかった色調を帯びる部分はほとんど認められな

い．トレンチ壁面に現われたチャネルを埋積する細礫混

じりの砂層には，木材及び木片を大量に含む部分がある．

これらの木材・木片は，河川流によって砂や礫と共に流

されてきたものと推定される．シルト層は一般に腐植を

多量に含むため，暗灰色一暗褐色を呈する．

　（4）安地区

　本地区には第12図に示したように，宮津花闘岩を基

盤として厚さ4～9mの沖積堆積物が発達する．本地区

の沖積堆積物も固結度の違いから，便宜上，下位のく更

新統〉と上位の〈完新統〉に区分した．これら両層は，

〈完新統＞の上部を除いて花粉分析及び14C年代測定を

行い得る腐植を欠くと共に，火山灰等の年代指標物を挟

んでいないため，その正確な堆積年代は不明である．

　〈更新統＞は，下位より砂礫層，一部礫混じりの砂層，

シルト層からなる．砂礫層は細礫サイズの花崩岩礫及び

中礫サイズの安山岩の円礫一亜円礫を主体とし，基質の

砂には粘土分が幾分含まれる．砂礫層の厚さは，郷村断

層通過位置の東に位置するD－1ボーリングでは2・6m

に達するが，西に位置するD－3ボーリングではわずか

30cmしかなく，更に西に位置するD－2ボーリングで

は本層を欠く．砂層は3本のボーリングすべてで認めら

れ，D－1及びD殊’一リングでは，安山岩及び花嵩岩
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第11図矢田地区トレンチ北側壁面スケッチ図

1:細礫混じり砂層,2:シルト層(一部細礫混じり),3:粘土層(一部腐植混じり),4:花粉分析及ぴ

14C年代測定用試料採取位置.図の左右両端に示した深度は,壁面(傾斜約50度)に沿って測った見

掛けの深度､F1～F4:仲禅寺断層(破砕帯),Y1～Y4:<更新統〉中の堆積ユニット(本文参照).

の細一中礫を伴う厚さ約1mの粗砂一中砂層からたる.

D-3ポｰリングでは厚さ45cmの細砂層からたり,そ

の上に厚さ25cmのシルト層が重なる.

<完新統〉は,下位より砂礫層,礫及びシルト混じり

の砂層,砂混じりのシルト層からたる.砂礫層は花嵐岩,

安山岩及び凝灰岩の細礫一中礫を主体とし,<更新統〉

の砂礫層に比べて含水量が高く,緩い.層厚はD-1ボ

ｰリングでは約3mに達するが,西に向って徐々に薄

くなり,D-3ボｰリングでは2.3m,D-2ボｰリングで

は1･3mとなる.礫及びシルト混じりの砂層はD-1ポ

ｰリングで認められ,厚さ約1.2m,部分的に腐植を挟

む.最上位の砂混じ･りのシルト層も部分的に腐植を含み,
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安地区地質断面図

凡例は第5及ぴ9図を参照.
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　　　　　第11図矢田地区トレンチ北側壁面スケッチ図
1：細礫混じり砂層，2：シルト層（一部細礫混じり），3：粘土層（一部腐植混じり），4：花粉分析及び

員C年代測定用試料採取位置．図の左右両端に示した深度は，壁面（傾斜約50度）に沿って測った見
掛けの深度．F1～F4；仲禅寺断層（破砕帯），Y1～Y4＝く更新統〉中の堆積ユニット（本文参照）・

の細一中礫を伴う厚さ約1mの粗砂一中砂層からなる．

D－3ボーリソグでは厚さ45cmの細砂層からなり，そ

の上に厚さ25cmのシルト層が重なる．

　く完新統＞は，下位より砂礫層，礫及びシルト混じり

の砂層，砂混じりのシルト層からなる．砂礫層は花崩岩，

安山岩及び凝灰岩の細礫一中礫を主体とし，〈更新統＞

の砂礫層に比べて含水量が高く，緩い．層厚はD－1ボ

ーリングでは約3mに達するが，西に向って徐々に薄

くなり，D－3ボーリングでは2。3m，D－2ボーリングで

はL3mとなる．礫及びシルト混じりの砂層はD－1ボ

ーリングで認められ，厚さ約1・2m，部分的に腐植を挟

む．最上位の砂混じりのシルト層も部分的に腐植を含み，
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地質調査所月報(第37巻第11号)

耕土に覆われる.シルト層の厚さは第12図に示したよ

うに,下位の砂礫層とは逆に東から西へ向って厚くなる.

最も西に位置するD-2ボｰリングでは,シルト層の中

部に厚さ60cmの礫混じり砂層を挟む.

本地区における<更新統>の基底高度は,郷村断層の

西に位置するD-2及びD-3ポｰリングでは,各々29.2

m及び29mであり,両者間でほとんど差がない.これ

に対して,郷村断層を挟んでD-3ボｰリングの東に位

置するD-1ボｰリングでは標高約25mであり,D-1及

びD-3ポｰリング間で約4mの高度差(西上がり)が存

在する.また,<完新統>の基底高度もD-2及びD-3

ボｰリング間ではほとんど差がないのに対して,D-3

及びD-1ボｰリング間では約1.3mの高度差(西上が

り)が存在する.安地区付近における北丹後地震時の郷

村断層の垂直変位に関しては,西側隆起45cm(渡邊･

佐藤,1928),同63cm(YAMAsAKlandTADA,1928)

等の報告があり,変位のセンスは上述した<更新統〉及

び<完新統>基底の高度変化と調和的である.従って,

D-1及びD-3ポｰリング間に認められる<更新統>及

び<完新統〉基底の高度差は,郷村断層の累積的な活動

によって形成された可能性がある.

(5)上菅地区

本地区のE-1ボｰリング実施地点では,花嵩岩を基

盤として厚さ約14mの沖積堆積物が発達することが明

らかになった.本地区では1地点でのみボｰリング調査

を実施したため,沖積堆積物の水平方向への層相や厚さ

の変化は明らかでたい.しかしながら,本地区周辺の既

存ポｰリング資料を参照すると,以下に記載するE-1

ボｰリングの層序は,上菅地区周辺地域(鱒留川下流地

域)に分布する“沖積層"の標準的層序と考えられる.

E-1ボｰリング実施地点の沖積堆積物は,固結度の違

いにより,便宜上,<更新統〉と<完新統〉に区分した.

これら両層からは腐植層及び火山灰等の年代決定に有効

た試料を得ることができたかったため,その正確な年代

は不明である.

<更新統〉は,下位より,厚さ4mの砂礫層,約3

mの細礫混じりの砂層,1m20cmの粘土層及び約80

cmの一部細礫混じりの砂層からなる(第13図).砂礫

層は茶褐色を呈し,細礫一大磯サイズの花崩岩礫を主体

とする.砂層及び粘土層は一般に淡青灰色一乳青灰色を

呈し,粘土層はよくしまっている､

<完新統>は,下位より,厚さ1mの砂礫層,80cm

の細礫及びシルト混じりの砂層,約3mの一部砂混じ

りの粘土層からたる.最下位の砂礫層は花嵐岩起源の細

礫及び粗砂からなり,<更新統〉の砂礫層に比べて固結

度が低い.これらの地層は一般に淡青灰色を呈し,色調

の上では<更新統〉と区別しがたい.

(6)上山田地区

本地区ではトレンチ調査により,地表下約3･5mま

での沖積堆積物の情報を得ることができた.本地区に分

布する沖積堆積物は主として花開岩起源の砂や礫からた

り,層相及びチャネル構造等の堆積構造をもとに,上位

より1)～4)の4層に区分されるが,その下限は不明で

ある(第14図).

最上位の1)層は耕土及びその下位の人工的に乱され

た部分からなり,腐植を多量に含む.厚さは50～80cm

程度である.2)層は主として,細礫一中礫及び腐植混

じりのラミナの発達した粗い砂層からなり,40cm～1

m程度の厚さがある.3)層は赤褐色の砂礫層からたり,

稀に花嵐岩の巨礫を含む.本属は下位の4)層を一部切

り込んで堆積している.厚さは50cm～1m程度.最下

位の4)層は黄褐色一赤褐色の砂礫層及び黄褐色や灰色

の砂層を主体とし,シルト層,腐植層及び木片を伴う.

厚さは1.5m以上(下限不明)ある.4)層の層相は

5～10m程度離れたトレンチ東側壁面と西側壁面とで異

なっている.東側壁面では主として砂礫層からなり,砂
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第13図上菅地区地質断面図

凡例は第5及び9図を参照･
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地質調査所月報（第37巻第11号）

耕土に覆われる．シルト層の厚さは第12図に示したよ

うに，下位の砂礫層とは逆に東から西へ向って厚くなる．

最も西に位置するD－2ボーリングでは，シルト層の中

部に厚さ60cmの礫混じり砂層を挟む．

　本地区におけるく更新統＞の基底高度は，郷村断層の

西に位置するD－2及びD－3ボーリングでは，各々29．2

m及び29mであり，両者間でほとんど差がない．これ

に対して，郷村断層を挟んでD－3ボーリングの東に位

置するD－1ボーリングでは標高約25mであり，D－1及

びD－3ボーリング間で約4mの高度差（西上がり）が存

在する．また，〈完新統＞の基底高度もD－2及びD－3

ボーリング間ではほとんど差がないのに対して，D唱

及びD－1ボーリング間では約L3mの高度差（西上が

り）が存在する．安地区付近における北丹後地震時の郷

村断層の垂直変位に関しては，西側隆起45cm（渡邊・

佐藤，1928），同63cm（YAMAsAKI　and　TADA，1928）

等の報告があり，変位のセンスは上述したく更新統＞及

びく完新統＞基底の高度変化と調和的である．従って，

D－1及びD－3ボーリング間に認められる〈更新統＞及

びく完新統＞基底の高度差は，郷村断層の累積的な活動

によって形成された可能性がある．

　（5）上菅地区

　本地区のE－1ボーリング実施地点では，花闘岩を基

盤として厚さ約14mの沖積堆積物が発達することが明

らかになった，本地区では1地点でのみボーリング調査

を実施したため，沖積堆積物の水平方向への層相や厚さ

の変化は明らかでない．しかしながら，本地区周辺の既

存ボーリング資料を参照すると，以下に記載するE－1

ボーリングの層序は，上菅地区周辺地域（鱒留川下流地

域）に分布する“沖積層”の標準的層序と考えられる．

　E－1ボーリング実施地点の沖積堆積物は，固結度の違

いにより，便宜上，〈更新統＞と〈完新統＞に区分した．

これら両層からは腐植層及び火山灰等の年代決定に有効

な試料を得ることができなかったため，その正確な年代

は不明である．

　＜更新統＞は，下位より，厚さ4mの砂礫層，約3

mの細礫混じりの砂層，1m20cmの粘土層及び約80

cmの一部細礫混じりの砂層からなる（第13図）．砂礫

層は茶褐色を呈し，細礫一大礫サイズの花崩岩礫を主体

とする。砂層及び粘土層は一般に淡青灰色一乳青灰色を

呈し，粘土層はよくしまっている．

　＜完新統＞は，下位より，厚さ1mの砂礫層，80cm

の細礫及びシルト混じりの砂層，約3mの一部砂混じ

りの粘土層からなる．最下位の砂礫層は花歯岩起源の細

礫及び粗砂からなり，〈更新統＞の砂礫層に比べて固結

度が低い．これらの地層は一般に淡青灰色を呈し，色調

の上ではく更新統＞と区別しがたい．

　（6）上山田地区

　本地区ではトレンチ調査により，地表下約3・5mま

での沖積堆積物の情報を得ることがでぎた．本地区に分

布する沖積堆積物は主として花嵩岩起源の砂や礫からな

り，層相及びチャネル構造等の堆積構造をもとに，上位

より1）～4）の4層に区分されるが，その下限は不明で

ある（第14図）．

　最上位の1）層は耕土及びその下位の人工的に乱され

た部分からなり，腐植を多量に含む．厚さは50～80cm

程度である．2）層は主として，細礫一中礫及び腐植混

じりのラミナの発達した粗い砂層からなり，40cm～1

m程度の厚さがある．3）層は赤褐色の砂礫層からなり，

稀に花崩岩の巨礫を含む．本層は下位の4）層を一部切

り込んで堆積している．厚さは50cm～1m程度．最下

位の4）層は黄褐色一赤褐色の砂礫層及び黄褐色や灰色

の砂層を主体とし，シルト層，腐植層及び木片を伴う．

厚さは1．5m以上（下限不明）ある．4）層の層相は

5～10m程度離れたトレンチ東側壁面と西側壁面とで異

なっている．東側壁面では主として砂礫層からなり，砂
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第13図 上菅地区地質断面図
凡例は第5及び9図を参照．



京都府丹後半島地域の更新世後期から完新世の堆積物とその花粉分析(杉山ほか2名)

�

�

..ル汚

､.'綴1繁餐評込1

｡P二'.一;:･｡一ハ

ニ萎繋幾､二､.

杓･0

勺

4)層

砂礫層

㌣

�

�

ζ.

��

断層

千乞...ツ

､､一.薯7!

ぐ

紳

1)層

2)層

3)層

4)層

砂層

“へψ

第14図

上山田地区ブロックダイアグラム

ブロックダイアグラム下底の標高は約8㎜.

層は厚さ20～30cmの連続性の悪いレンズ状体として

挟まれるに過ぎない.一方,西側壁面では,主として南

に傾斜した斜層理を持つ砂層からたり,これらの砂層は

同壁面北部で砂礫層に移化したり,砂礫層中に尖減して

いる.このようた層相の変化は,本トレンチが,4)層

を構成する砕贋物を供給したと考えられる南流小河谷

(水戸谷)の西に位置している(第4図)ためと考えられる.

なお,西側壁面の砂層からは,後述するように,縄文時

代後期から晩期の土器片が出土した.

山田断層はトレンチ東側壁面に北側隆起の逆断層とし

て現れた､壁面上部では2)層を切る明瞭た1つの逆断

層として,また,同下部では携曲構造として認められた.

4)層中のレンズ状砂層上面の山田断層による変位は北

側隆起約60cmであった.

5一広域火山灰及び考古資料

5.1広域火山灰

ポｰリング資料及びトレンチ壁面資料を検討した結果,

下岡地区のA-3及びA-4ポｰリング,並びに矢田地区

のC-5ボｰリングの資料から火山灰を検出することが

1)ダイヤ｡ンサルタント測定

2)水野清秀氏測定

できた.

下岡地区のA-3ポｰリングでは,深度8.3～9.3m

(標高一4.8～一5.8m)に薄い腐植層を挟む白灰色のガ

ラス質火山灰層が認められた.また,A-4ボｰリング

では,深度10.5～10.7m(標高一6.8～一7.Om)に同様

の火山灰が挟まれる.これらの火山灰は,火山ガラスの

屈折率が1,509～1.5141)であること,火山ガラスの形

態はbubb1ewa11型(馬平型)が多いことから鬼界アカボ

ヤ(K-Ah)火山灰と判定される.

一方,矢田地区のC-5ボｰリングでは,深度5.7m

(標高27･5m)のシルト層中から火山ガラスを検出した.

この火山ガラスは,屈折率が1,497～1.4992)であるこ

と,形態的にはbubb1ewa11型が大部分を占めることか

ら姶良一Tn(AT)火山灰と判定される.

5.2考古資料

今回のポｰリング調査及びトレンチ掘削調査では,郷,

矢田及び上山田地区のトレンチ壁面から土器片が出土し

た.

郷地区のトレンチでは,4･(2)で述べた一部礫混じり

の腐植層中部から縄文時代前一中期の土器片,同層上部

から弥生時代後期一古墳時代の土器片,同層最上部(腐

一583一
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京都府丹後半島地域の更新世後期から完新世の堆積物とその花粉分析（杉山ほか2名）
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第14図 上山田地区ブロックダイアグラム
ブロックダイアグラム下底の標高は約8m。

層は厚さ20～30cmの連続性の悪いレンズ状体として

挟まれるに過ぎない．一方，西側壁面では，主として南

に傾斜した斜層理を持つ砂層からなり，これらの砂層は

同壁面北部で砂礫層に移化したり，砂礫層中に尖減して

いる．このような層相の変化は，本トレンチが，4）層

を構成する砕屑物を供給したと考えられる南流小河谷

（水戸谷）の西に位置している（第4図）ためと考えられる．

なお，西側壁面の砂層からは，後述するように，縄文時

代後期から晩期の土器片が出土した．

　山田断層はトレンチ東側壁面に北側隆起の逆断層とし

て現れた．壁面上部では2）層を切る明瞭な1つの逆断

層として，また，同下部では擁曲構造として認められた，

4）層中のレンズ状砂層上面の山田断層による変位は北

側隆起約60cmであった．

5．広域火山灰及び考古資料

　5．1広域火山灰

　ボーリング資料及びトレンチ壁面資料を検討した結果，

下岡地区のA－3及びA－4ボーリング，並びに矢田地区

のC－5ボーリングの資料から火山灰を検出することが

1）ダイヤコンサルタント測定

2）水野清秀氏測定

できた．

　下岡地区のA－3ボーリングでは，深度8。3～9。3m

（標高一4．8～一5．8m）に薄い腐植層を挟む白灰色のガ

ラス質火山灰層が認められた．また，A－4ボーリング

では，深度10．5～10．7m（標高一6，8～一7．O　m）に同様

の火山灰が挟まれる．これらの火山灰は，火山ガラスの

屈折率がL509～L5141）であること，火山ガラスの形

態はbubble　wall型（扁平型）が多いことから鬼界アカホ

ヤ（K－Ah）火山灰と判定される．

　一方，矢田地区のC－5ボーリングでは，深度5・7m

（標高27・5m）のシルト層中から火山ガラスを検出した．

この火山ガラスは，屈折率が1・497～L4992）であるこ

と，形態的にはbubble　wall型が大部分を占めることか

ら姶良一Tn（AT）火山灰と判定される．

　5．2考古資料

　今回のボーリング調査及びトレソチ掘削調査では，郷，

矢田及び上山田地区のトレンチ壁面から土器片が出土し

た．

　郷地区のトレンチでは，4・（2）で述べた一部礫混じり

の腐植層中部から縄文時代前一中期の土器片，同層上部

から弥生時代後期一古墳時代の土器片，同層最上部（腐

一583一

毒

、』



地質調査所月報(第37巻第11号)

植質のシルトｰ細砂層)から奈良･平安時代の土師器片

が出土した.

矢田地区のトレンチでは,地表下1m前後の細礫混

じりの腐植層一腐植質シルト層から弥生時代後期一古墳

時代の土器片(高杯,菱,壼等の破片)が出土した.

また,上山田地区のトレンチでは,4･(6)で述べた

4)層上部の砂層から推定口径38cmの条痕紋系の深鉢

片を始めとする縄文時代後期から晩期の土器片が出土し

た.

6.14C年代測定

ボｰリングコア資料のi4C年代測定は,測定された

14C年代値の評価｡検討が可能な広域火山灰(鬼界アカ

ボヤ火山灰又は姶良一Tn火山灰)を挟む下岡地区のA-

3ボｰリング及び矢田地区のC-3ボｰリングの腐植試料

について主として実施した.このほかに,下岡地区の

A-4ボｰリング,郷地区のB-2ボｰリング及び矢田地

区のC-3ボｰリングの腐植試料についても14C年代測

定を行った.また,下岡,郷,矢田及び上山田地区で実

施したトレンチ掘削調査では,各トレンチ壁面から採取

した腐植及び木片試料について14C年代測定を実施した.

年代測定試料のうち,A-3,A-4及びC-5ボｰリング

並びに矢田地区トレンチの壁面から採取したものについ

ては,それらの採取層準(位置)を各柱状図(第6,7,10

図)及びトレンチ壁面スケッチ図(第11図)に示す.測定

試料,試料の採取層準(深度)及び測定結果を第1表に示

す.

下岡地区では,層序的に最も下位の試料から8,430±

170yr･B･Rの年代値が得られ,各試料の層序的位置

(相対的な上下)と14C年代値とは整合的である.また,

A-3ポｰリングの鬼界アカボヤ火山灰層直下の試料

(TPA3-7)からは,6,650±130yr.B.P一の年代値が得

られ,この値は同火山灰の降下年代(約6,300年前)とよ

く対応している.

郷地区では･4･(2)で述べた腐植層の中下部から,3,

340±110yr.B.P.(腐植層中部)から6,540±110yr.B.

第1表14C年代測定結果一覧表

�試料の�試料番号�採取層準(深度)�測定値��試料の�試料番号�採取層準(深度)�測定値

�採取地点��(m)�(yr.B.P.)��採取地点��(m)�(yr.B.P.)

��TAA-1�Au層上部,1)層(1.6)�2,000±80��＼���

�垣�����○つ＼�TGC��G

�翻�TAA-10�同上,2)層(1.8)�3,420±100��1^���

������OL窄�一3-1�〈完新統〉下部(3.8)�9,420±170

�ト��������

�x�TAA-2�同上,5)層(2.6)�4,040±100�����

凶��TAA-8�同上,6)層(3.2)�4,820±100��ぺ���

�▲������TPC5-1b�同上部(1,4)�1,060±90G

������､���

�⊥�TAA-5�同上,6)層(3.4)�4,760±100�凶�箏�TPC5-3�同下部(3,4)�

������I��〈更新統〉中部(78)�8,880±220G

景������窄�TPC5-7��

�㌔�TPA3-4�Au層中部(4.0)�5,410±120�����18,560±580G

�＼�����岨�TPC5-8�同下部(8.9)�29,150±2150

�箏�TPA3-7�A1層上部(9.8)�6,650±130�尋�,���

寝������O�同上�同上�40,000以上

���㌭����

�鳴��同上(12.0)�7,030±130�����

�oo�TPA3-14�A1層下部(17.7)�8,160±160���YB1�〈完新統〉上部(14)�2,250±80

�����

←��TPA3-16�同上(18.9)�8,430±170�田�垣���

�<������YB2�同中部(2｣〕)�5,120±110

�ぺ�����劃�YB5�同下部(3.O)�8,550±140

�寸x�TPA4-9�A1層上部(12.2)������

�1一���7,440±120�����

������ト�YB6�同下部(3.6)�9,010±250

�<1牛�TPA4-12�A1層下部(16.7)�8,050±180�氷��YB7�同最下部(4.3)�11,910±250

�����

�“§������YA11�〈更新統〉Y｡層(35)�18,180±1910

������

�lo騨国虻��腐植層中部(1.5)�G�����

����3,930±130��▲�YA12�同Y3層(3.6)�21,480±730

��一2-1�������

������ム�YA14�同Y｡層(3ρ)�24,390±700

�Q毒哩騨�TAB-8�同上(1.5)�3,780±100���YA15�〈更新統〉(46)�21,590±490

凶���������

�憎裏←�TAB-9�腐植層下部(1.8)�5,360±120�����

������垣�TAD-11�2)層(O.7)�1,780±80

�)醐碩爵侠�TAB-23�同上(2.0)�5,300±110�凶����

������樹�TAD-8�4)層上部(2.0)�3,150±90

景��TAB-12�同上(2.2)�6,540±110�最����

�ト…･�����ト�TAD-2�同中部(24)�

�����田����3,810±100

��TAB-22�腐植層中部(0.7)�3,340±110��x���

������㌉�

�＼QG辱▲囲髄�������同中部(2.5)�3,900±1OO

鼠������二���

��TAB-3�同上(0.8)�5,100±120�■��TAD-5�同中部(2.7)�3,940±90

������ム���

�歯■�TAB-5�同上(0.9)�5,510±120���TAD-9�同下部(2.9)�･4,540±100

�ム毒��������

�爵固�TAB-4�腐植層下部(1.1)�5,860±120�����

���同上(1.2)�6,100±120����測定値の右肩にGを付した試紬ま,学習院大学年代測定室測定.�

��TAB-6�����その他の試料はテレダイン杜測定.��

測定値の右肩にGを付した試紬ま,学習院大学年代測定室測定.

その他の試料はテレダイン杜測定.
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植質のシルトー細砂層）から奈良。平安時代の土師器片

が出土した．

　矢田地区のトレンチでは，地表下1m前後の細礫混

じりの腐植層一腐植質シルト層から弥生時代後期一古墳

時代の土器片（高杯，甕，壺等の破片）が出土した．

　また，上山田地区のトレンチでは，4・（6）で述べた

4）層上部の砂層から推定口径38cmの条痕紋系の深鉢

片を始めとする縄文時代後期から晩期の土器片が出土し

た．

6．14C年代測定

　ボーリングコア資料の14C年代測定は，測定された

14C年代値の評価・検討が可能な広域火山灰（鬼界アカ

ホヤ火山灰又は姶良一Tn火山灰）を挟む下岡地区のA－

3ボーリング及び矢田地区のC－3ボーリングの腐植試料

について主として実施した．このほかに，下岡地区の

A－4ボーリング，郷地区のB－2ボーリング及び矢田地

区のC－3ボーリングの腐植試料についても14C年代測

定を行った．また，下岡，郷，矢田及び上山田地区で実

施したトレンチ掘削調査では，各トレンチ壁面から採取

した腐植及び木片試料について14C年代測定を実施した．

　年代測定試料のうち，A－3，A－4及びC－5ボーリング

並びに矢田地区トレソチの壁面から採取したものについ

ては，それらの採取層準（位置）を各柱状図（第6，7，10

図）及びトレンチ壁面スケッチ図（第11図）に示す．測定

試料，試料の採取層準（深度）及び測定結果を第1表に示

す．

　下岡地区では，層序的に最も下位の試料から8，430±

170yr．B　Pの年代値が得られ，各試料の層序的位置

（相対的な上下）と14C年代値とは整合的である．また，

A－3ボーリソグの鬼界アカホヤ火山灰層直下の試料

（TPA3－7）からは，6，650±130yr．B．P。の年代値が得

られ，この値は同火山灰の降下年代（約6，300年前）とよ

く対応している．

　郷地区では，4・（2）で述べた腐植層の中下部から，3，

340±110yr．B。P，（腐植層中部）から6，540±110yr．B。

第1表　14C年代測定結果一覧表

試料の
採取地点

試料番号 採取層準（深度）
　　　（m）

測定値
（yr。B．P．）

試料の
採取地点

試料番号 採取層準（深度）

　　　（m）

測定値
（yr．B，P。）

恒
劃
応

TAA－1

TAA－10

Au層上部，1）層（1．6）

同上，2）層（1，8）

2，000±80

3，420±100

　、
cっ　〉㌧

1ひ
o　I
　禍

TGC
　－3－1

く完新統＞下部（3．8）
　　　G
9，420±170

凶 八
ム
ム

TAA－2

TAA－8

TAA－5

同上，5）層（2。6）

同上，6）層（3．2）

同上，6）層（3．4）

4，040±100

4，820±100

4，760±100 凶

鳳
八
捧
1

TPC5－1b

TPC5－3

TPC5－7

　同　上部（1．4）

　同　下部（a4）

〈更新統〉中部（78）

1、060±goG

8，880±22Q

　　　G
駅

敏 TPA3－4 Au層中部（如） 5，410±120 纂
頃 TPC5－8 同　下部（8。9）

18，560±580

　　　　G29，150±2150
八
ひ TPA3－7

Al層上部（9．8） 6，650±130 毅
l
Q

同　上 同　　上 40，000以上
霞 i TPA3－9 同上　（12n） 7，030±130

纂
o
う TPA3－14 Al層下部（17マ） 8，160±160 YB1 〈完新統〉上部（14） 2，250±80

』
1
＜ TPA3－16

同上　（1＆9） 8，430±170 田 旧
翻

YB2
YB5

同　中部（2。0）

同　下部（3．0）

5，120±110

＆550±140
　気
寸　〉、 TPA4－9 Al層上部（122） 7，440±120 YB6 同　下部（3β） 9，010±250
1捧
＜　1 TPA4－12 A1層下部（16マ） 8，050±180 銀

ホ

YB7 同最下部（生3） 11，910±250
弔 八

。。梅

15翻
m髭

TGB
　－2－1

腐植層中部（L5） 　　　　G3，930±130 き
ム

YAll
YA12
YA14

〈更新統〉Y，層（3β）

　同　Y3層（3．6）

　同　Y4層（39）

18，180±1910

21，480±730

24，390±700

e竃

画圏
TAB－8 同　上　（1．5） 3，780±100 YA15 〈更新統＞（46） 21，590±490

凶
　
　
　
爵

偲歯ト

　）闘韓奉
　騒朕

TAB－9

TAB－23

TAB－12

腐植層下部（1，8）

同　上　（2つ）

同　上　（22）

亀360±120

5，300±110

6，540±110

凶
署

ト国

圏
布

TAD－11

TAD－8

TAD－2

2）層　　（0．7）

4）層上部（ao）

同　中部（24）

1，780±80

3，150±90

3，810±100

瞭

応…9

汎e含
　曄蕊幽闘
蜜引

TAB－22

TAB－3

TAB－5

腐植層中部（0．7）

同　上　（0．8）

同　上　（09）

3，340±110

5，100±120

5，510±120

田
ヨ
引

八
斗
ム

TAD－3

TAD－5

TAD－9

同　中部（2．5）

同　中部（2，7）

同　下部（2。9）

3，900±100

3，940±90

・4，540±100

ム庵黙旧

TAB－4

TAB－6

腐植層下部（1．1）

同　上　（L2）

5，860±120

6，100±120 その他の試料はテレダイン社測定・

測定値の右肩にGを付した試繍ま，学習院大学年代測定室測定。測定値の右肩にGを付した試繍ま，学習院大学年代測定室測定

その他の試料はテレダイン社測定・
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P.(同下部)にわたる年代値が得られた.本地区では広

域火山灰は検出されなかったため,火山灰層による14C

年代値の検討はできない.腐植層の中部からは,既述し

たように縄文時代前一中期の土器片が出土しており,同

層の14C年代値と出土遺物との間には大きな矛盾はない

と考えられる.

矢田地区では,4･(3)で述べた<更新統〉から,18,

180±1,910yr.B.P.から40,000yLB.P.以上にわた

る年代値が得られた.また,<完新統〉からは,11,910

±250y■B.P.から1,060±90yr.B.P.にわたる年代値

が得られた.各試料の層序的位置と工4C年代値とは整合

的である｡しかしたがら,C-5ボｰリングの姶良一Tn火

山灰(約21,000～22,000年前)包有層の2･1m下位の試

料(TPC5-7)からは,18,560±580yr.B.P.の年代値

が得られた.従って,TPC5-7試料の14C年代値は,同

試料採取層準の真の年代よりも若い値である可能性が高

い.また,同ポｰリングの深度8･9mから採取された

TPC5-8試料の年代値は,テレダイソ社の測定では40,

000yr.B,P.以上,学習院大学の測定では29,150±2,

150yLB.P.であり,両者間に1万年以上の開きがある.

上山田地区では,4･(6)で述べた4)層から,4,540±

100yr.B.P.(同層下部)から3,150±90yLB.P.(同層

上部)にわたる年代値が得られた.また,2)層からは1,

780±80yr.B.P.の値が得られた.4)層上部からは縄

文時代後期から晩期の土器片が出土しており,4)層の

1里C年代値と出土遺物との間には大きな矛盾はたい.

7.花粉分析

7.且分析試料

花粉分析は,ポｰリング調査の結果及び14C年代値,

広域火山灰等の年代デｰタを考慮して,下岡地区のA-

3及びA-4ポｰリング並びに矢田地区のC-5ボｰリン

グ及びトレンチ壁面の試料について実施した.

花粉分析用試料の採取位置は,各ボｰリング柱状図及

びトレンチ壁面スケッチ図に示す.

7.2分析方法

花粉分析はバリノ回サｰヴェイ株式会杜に依頼し,次

の手順で行った.1)試料3～20g(湿重)を秤量,2)

HF処理,3)重液分離,4)箭別(250μ),5)前下

(<250μ)試料をアセトリツス処理,6)KOH処理,7)

試料をプレパラｰトに封入,8)検境.検鏡に当たって

は,プレパラｰトの全面を走査し,出現した全ての花

粉国胞子を計数した.

7.3分析結果

花粉分析の結果を第2-5表及び第15-18図に示す.第

2-5表には,各試料について同定･計数された各分類群

の個体数を表示した.また,第15-18図には,各分類群

の相対的量比を百分率ダイアグラムで示した.同図に示

された各樹木分類群の百分率は樹木花粉の総数を基数と

して,また,各草本及びシダ分類群の百分率は

Unknown(花粉であるが属種不明)を除く全花粉及び胞

子数を基数として算定されたものである.なお,これら

の図表において,ハイ7ソ(一)で結ばれた分類群は両者

間の区別が明確でないものである.

(1)下岡地区

A-3ボｰリングでは,TPA3-13及びTPA3-14試料

(以下,No.13,No.14のように略記する)からの花粉産

出が著しく少なかったものの,他の試料からは花粉を多

数産出した(第2表).層序的に最も下位のNo.16は,

スギ属(C倣fo舳伽)及びハンノキ属("舳s)の花粉

を多産し,これらに次いでコナラ亜属(ρ〃2舳∫

subgen.工ψ∂o6α1α舳s)の花粉を比較的多く産出する.

No.11から最上位のNo.2までの各試料では,スギ属

花粉が優占(39～77老)している(第15図).このうち,

No.7からNo.3までの連続した5試料では,これらよ

りも下位の3試料及び最上位のNo.2に比べて,スギ属

花粉の出現率がやや低く,クマシデ属一アサダ属

(C吻伽㈹0s卿α),コナラ亜属,トチノキ属(ん∫6〃〃一

s)等の広葉樹花粉の出現率が幾分高くなっている.草

本類の花粉では,全般にイネ科(Gra㎞neae)及びカヤ

ツリグサ科(Cyperaceae)の花粉が多い.また,No.16,

7及び4からは,水生植物のガマ属(丁抄加)及びヒシ

属(Tゆω)(No.4のみ)の花粉を産出した.

一方,A-4ポｰリングでは,最下位のTPA4-13試料

を除いて,花粉を多数産出した(第3表).最下位のNo.

13を除く全ての試料においてスギ属が優占(49～78%)

し,･クマシデ属一アサダ属,コナラ亜属,ブナ属

(肋g〃8),トチノキ属等の広葉樹花粉を伴う(第16図).

No.12,11,7-3は,No.10,9及び2に比べてスギ属花

粉の出現率がやや低く,広葉樹花粉の出現率がやや高く

なっている.草本類の花粉では,A-3ポｰリングと同

様に全般にイネ科及びカヤツリグサ科の花粉を主として

産し,ガマ属,オモダカ属(sαg肋伽),フサモ属

(物7妙伽〃舳)等の水生植物の花粉が散見される.

(2)矢田地区

C-5ポｰリングでは,すべての試料から多数の花粉を

産出した(第4表).全8試料のうち,No.8からNo.4

までの5試料は<更新統>から,Nα3からNo.1まで

の3試料は<完新統〉から採取したものである(第17

図).
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P．（同下部）にわたる年代値が得られた．本地区では広

域火山灰は検出されなかったため，火山灰層による14C

年代値の検討はできない．腐植層の中部からは，既述し

たように縄文時代前一中期の土器片が出土しており，同

層の14C年代値と出土遺物との間には大きな矛盾はない

と考えられる．

　矢田地区では，4・（3）で述べた〈更新統＞から，18，

180±1，910yr．B．P．から40，000yL　B．P．以上にわた

る年代値が得られた．また，＜完新統＞からは，11，910

±250yr　B。P。から1，060±90yr。B。P。にわたる年代値

が得られた．各試料の層序的位置と14C年代値とは整合

的である，しかしながら，C－5ボーリングの姶良一Tn火

山灰（約21，000～22，000年前）包有層の2・1m下位の試

料（TPC5－7）からは，18，560±580yr．B．P。の年代値

が得られた．従って，TPC5－7試料の14C年代値は，同

試料採取層準の真の年代よりも若い値である可能性が高

い．また，同ボーリングの深度8．9mから採取された

TPC5－8試料の年代値は，テレダイン社の測定では40，

000yr．B．P．以上，学習院大学の測定では29，150±2，

150yL　B．P．であり，両者間に1万年以上の開きがある．

　上山田地区では，4．（6）で述べた4）層から，4，540±

100yr．B．P。（同層下部）から3，150±90yL　B．P．（同層

上部）にわたる年代値が得られた．また，2）層からは1，

780±80yr．B．P．の値が得られた。4）層上部からは縄

文時代後期から晩期の土器片が出土しており，4）層の

14C年代値と出土遺物との間には大きな矛盾はない．

7．花粉分析

　7．且分析試料

　花粉分析は，ボーリング調査の結果及び14C年代値，

広域火山灰等の年代データを考慮して，下岡地区のA－

3及びA－4ボーリング並びに矢田地区のC－5ボーリン

グ及びトレンチ壁面の試料について実施した．

　花粉分析用試料の採取位置は，各ボーリング柱状図及

びトレソチ壁面スケッチ図に示す．

　7．2分析方法

　花粉分析はパリノ・サーヴェイ株式会社に依頼し，次

の手順で行った．1）試料3～20g（湿重）を秤量，2）

HF処理，3）重液分離，4）箭別（250μ），5）飾下

（＜250μ）試料をアセトリシス処理，6）KOH処理，7）

試料をプレパラートに封入，8）検境．検鏡に当たって

は，プレパラートの全面を走査し，出現した全ての花

粉・胞子を計数した．

　7．3分析結果

　花粉分析の結果を第2－5表及び第15－18図に示す．第

2－5表には，各試料について同定・計数された各分類群

の個体数を表示した．また，第15－18図には，各分類群

の相対的量比を百分率ダイアグラムで示した．同図に示

された各樹木分類群の百分率は樹木花粉の総数を基数と

して，また，各草本及びシダ分類群の百分率は

Unknown（花粉であるが属種不明）を除く全花粉及び胞

子数を基数として算定されたものである．なお，これら

の図表において，ハイフン（一）で結ばれた分類群は両者

間の区別が明確でないものである．

　（1）下岡地区

A－3ボーリソグでは，TPA3－13及びTPA3－14試料

（以下，No．13，No．14のように略記する）からの花粉産

出が著しく少なかったものの，他の試料からは花粉を多

数産出した（第2表）．層序的に最も下位のNo．16は，

スギ属（Cηρ渉o郷6吻）及びハンノキ属（・4伽郷）の花粉

を多産し，これらに次いでコナラ亜属（Q％6名膨S

subgen．Lゆ4のα」佛％s）の花粉を比較的多く産出する．

No．11から最上位のNo．2までの各試料では，スギ属

花粉が優占（39～77％）している（第15図）．このうち，

No．7からNo．3までの連続した5試料では，これらよ

りも下位の3試料及び最上位のNo．2に比べて，スギ属

花粉の出現率がやや低く，クマシデ属一アサダ属

（Cαゆ初郷Os砂α），コナラ亜属，トチノキ属（∠46so認拓

S）等の広葉樹花粉の出現率が幾分高くなっている．草

本類の花粉では，全般にイネ科（Gramineae）及びカヤ

ツリグサ科（Cyperaceae）の花粉が多い．また，No．16，

7及び4からは，水生植物のガマ属（7ンρ加）及びヒシ

属（T7砂α）（No．4のみ）の花粉を産出した．

　一方，A－4ボーリソグでは，最下位のTPA4－13試料

を除いて，花粉を多数産出した（第3表）．最下位のNo．

13を除く全ての試料においてスギ属が優占（49～78彩）

し，・クマシデ属一アサダ属，コナラ亜属，ブナ属

（Eαg郷），トチノキ属等の広葉樹花粉を伴う（第16図）．

No・12，11，7－3は，No．10，9及び2に比べてスギ属花

粉の出現率がやや低く，広葉樹花粉の出現率がやや高く

なっている．草本類の花粉では，A－3ボーリングと同

様に全般にイネ科及びカヤツリグサ科の花粉を主として

産し，ガマ属，オモダカ属（Sαg薦α吻），フサモ属

（1吻吻ρhy〃％吻）等の水生植物の花粉が散見される．

　（2）矢田地区

　C－5ボーリングでは，すべての試料から多数の花粉を

産出した（第4表）．全8試料のうち，No．8からNo．4

までの5試料は〈更新統＞から，Nα3からNo．1まで

の3試料はく完新統＞から採取したものである（第17
図）．
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第2表

A-3ボｰリング試料の花粉分析結果

卡����

TPA3一

λ6{eS(モミ属)

Tsωgα(ツガ属)

1〕此εα(トウヒ属)

Rπωssubgen.Hαρ1o〃1oπ(五葉マツ亜属)

一P加鵬subgen.1)加1oκツ1oπ(二葉マツ亜属)

P巨πωs(Unknown)(亜属不明マツ属)

Sc`αd0ρ北ツs(コウヤマキ属)

0r〃`omε村α(スギ属)

T.一C.*(イチイ科一イヌガヤ科一ヒノキ科)

8α1泌(ヤナギ属)

P蛇roCαr=yα(サワグルミ属)

♂ωg1απ8(クルミ属)

0αrρ加ω8-0sかツα.(クマシデ属一アサダ属)

此～1α(カバノキ属)

刈πωs(ハンノキ属)

亙α8ω8(ブナ属)

伽ε｢cωssubgen･Lερ"0わα1απ蝸(コナラ亜属)

Qω〃｡閉subgen.Cツ61obα1απoρ8`s(アカガシ

Cαstαπεα(クリ属)亜属)

0αs士απoρ8`8(シイノキ属)

σ工mωs-Z2晩｡リα(ニレ属一ケヤキ属)

Cε1眺一A助απα耐加(エノキ属一ムクノキ属)

〃α工10地8(アカメガシワ属)

〃2兆(モチノキ属)

λcεr(カエデ属)

ん㏄〃ωS(トチノキ属)

Rhamnaceae(クロウメモドキ科)

y加8(ブドウ属)

Pαr舳εnOC`8舳8(ツタ属)

Ara1iaceae(ウコギ科)

sりrα北(エゴノキ属)

〃8ωsかωm(イボタノキ属)

〃απ加ωS(トネリコ属)

wbωmαm(ガマズミ属)

Tツψα(ガマ属)

Gramineae(イネ科)

Cyperaceae(カヤツリグサ科)

Moraceae(クワ科)

(サナエタデ節一ウナギツ

Po工招｡πω㎜sect.Persicaria-Echino.カミ節)

P01惚0πω㎜(タデ属)

Leguminosae(マメ科)

∫mρ刎あπs(ツリフネソウ属)

"αρα(ヒシ属)

地1orα8`8(アリノトウグサ属)

Umbelliferae(セリ科)

02π〃απα(リンドウ属)

λC〃πoSεεmmπα(ゴキヅル属)

0α㎜ραπ〃α(ホタルブクロ属)
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第2表　A－3ボーリング試料の花粉分析結果

Sample　No。 TPA3一 2 3 4 5 6 7 9 10 11

、4腕es（モミ属）

Tsω9α（ツガ属）

P比eα（トウヒ属）

Piπωs　subgen．Hαp♂oπyεoπ（五葉マツ亜属）

P‘πμs　subgen。1）‘ρめxy乙oπ（二葉マツ亜属）

P加μs（Unknown）（亜属不明マツ属）

Sc‘αdoρ薩ys（コウヤマキ属）

αlypεomε瓦α（スギ属）

T．一C．＊（イチイ科一イヌガヤ科一ヒノキ科）

Sα君動（ヤナギ属）

P陀rocαrlyα（サワグルミ属）

」μgZαηs（クルミ属）

Cαrp‘ηωs－Osむrlyα、（クマシデ属一アサダ属）

B就認α（カバノキ属）

A伽μs（ハンノキ属）

Fα9聡（ブナ属）

Q㏄ε7℃ωs　subgen・

Qωe7℃ωs　subgen。

Cαs雄πeα（クリ属）　　　　　　　　　　亜属）

Cαsむαπops‘s（シイノキ属）

U乙mUS－Ze偽OUα（ニレ属一ケヤキ属）

Cε㌃め一Apんαηαπ地e（エノキ属一ムクノキ属）

Mαεεo飢s（アカメガシワ属）

1犯劣（モチノキ属）

、4cεr（カエデ属）

、4eSC認μS（トチノキ属）

Rhamnaceae　（クロウメモドキ科）

岡ε‘s（ブドウ属）

Pαr疏εηOC‘SSμS（ツタ属）

Araliaceae（ウコギ科）

Sεly7αコc（エゴノキ属）

L‘gμsむrμ肌（イボタノキ属）

Fハα」じ‘πμs（トネリコ属）

γめ脚π研η（ガマズミ属）

1

Lep弼ob認απωs（コナラ亜属）13

CツcZOわαZαπ0ρS‘S（アカガシ

TツPんα（ガマ属）

Gramineae　（イネ科）

Cyperaceae（カヤツリグサ科）

Moraceae（クワ科）
　　　　　　　　　　　　（サナエタデ節一ウナギツ
Poily80πω㎜sect・Persicaria－Echino．カミ節）

Po砂gOπω肌（タデ属）

Leguminosae（マメ科）

∫mpαεieπs（ツリフネソウ属）

Tハαpα（ヒシ属）

磁Zoハα8‘s（アリノトウグサ属）

Umbelliferae（セリ科）

σe漉‘απα（リンドウ属）

ハc託ηosεeπmπα（ゴキヅル属）

0α肌ραη認α（ホタルブクロ属）

3 2 4

1
　4

　8　　1　　2　　3

　1　　　　　1　　1

273　　137　　127　　　80

25　　　25　　　29　　　23

　　　　　1

　6　　1　　2
　1

　4　　8　　10　　23

　　　　　1　　　　　1

　4　　1

　1　　6　　5　　13

　　　　15　　12　　14

　6　　3　　3
　1　　1
　1

14　　2　　4　　18

　1　　7　　7　　14

　　　　　　　　　　　2
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2
1

4
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11
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1
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1

1
1

4

1
1

2
2

1

6
1
2

10

1

5　　12

1
93　119

3　　15

2
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1

6
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2
1

9

3

2
1

1

1

7
2
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4
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2
1
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5

1
1

1
1
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3 2

1

1

　　　　　　　1

2　　4　　6

1　　1　　1

81　92　138

6　　3　　5

1

1
4
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1
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2

3
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1

1
1

7
2

1

6
1

4

1

2
8

2
4
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4
3

5

8
22

1

1

1
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第2表(つづき)

Samp1eNo.TPA3一

㈳�����㌱��

凶肋mis`α(ヨモギ属)

Carduoideae(キク亜科)

Unknow^(属画科不明の花粉)

0s㎜ωπぬ(ゼンマイ属)

otherPteridophyta(その他のシダ類)

DinofIageHate(渦鞭藻類)

Foraminifera(有孔虫)

Arborealpo11en(樹木花粉)

Non-arborea1pollen(草本花粉)

Unknown(属｡科不明花粉)

Femspores(シダ類胞子)

TOTAL(総計)

1一一23-313一一2

2一一一

��㌸㈲㈴�

�����

�����㈱��㌷�

一一一1一一一一一一一

一一一.一一一1一一一

㌸��㈲�〳�����㈷����

㈰㌲����㌸㌲�

��㌸㈲㈴〰�

�����㌲〳����

���㈸㈲㈸����㈱�㈵�㈹��

*Taxa〔≡eae-Cephalotaxaceae-Cupressaceae

下位のNo.8及びNo.7はスギ属及びコナラ亜属の花

粉を多産し,五葉マツ亜属(乃舳ssubgen.肋μ0〃｡一

犯),カバノキ属(肋舳α),ハンノキ属,ブナ属等を伴

う.草本類花粉としては,キンポウゲ科(Ranuncla-

Ceae),カヤツリグサ科,イネ科等の花粉を産する.

中位の一No.6,5,4の各試料では,主として五葉マツ

亜属,亜属不明のマツ属(P物〃8Unknown),ツガ属

(乃〃gα),ハンノキ属,カバノキ属,モミ属("伽)を

産し,下位のNo.8及び7では見られなかったトウヒ属

(肋θα)が認められる.また,下位試料では多産したス

ギ属及びコナラ亜属の出現率が低く,ブナ属はほとんど

認められない.草本類花粉ではカヤツリグサ科,イネ科

及びミズバショウ属(エッ曲棚0〃)を主とし,下位試料

で多産したキンポウゲ科の出現率は低い､

上位のNo.3,2,1の3試料では,ハンノキ属及びス

ギ属の花粉が卓越し,コナラ亜属及びクマシデ属一アサ

ダ属等を伴う.このうち,No.2試料ではハンノキ属の

出現率が80完を越える.これら3試料では,下位の

No.6からNo.4試料に多産する五葉マツ亜属,亜属不

明マツ属,ツガ属,カバノキ属及びモミ属0)花粉は著し

く少ないか全く認められたい.また,トウヒ属¢)花粉は

出現したい.草本類花粉では｡産出個体数の少たいN◎曲

2を除いて,イネ科及びカヤツリグサ科の花粉が卓越し,

下位のN0.9からNo.4まで連続して認められたミズバ

ショウ属の花粉はNo,3以上では全く見られたい.

トレンチ壁面から採取した9試料については,全試料

から花粉を多数産出した(第5表).

<更新統>から採取したYA11,12,13,14の各試料で

は,各試料毎に出現率は幾分異なるものの,五葉マツ亜

属,亜属不明マツ属,ツガ属,トウヒ属,モミ属,クマ

シデ属一アサダ属,カバノキ属,ハンノキ属等を主とし

て産する(第18図).スギ属及びコナラ亜属の出現率は

低く,ブナ属はほとんど認められない.草本類花粉では,

カヤツリグサ科,イネ科,ミズバショウ属,キンポウゲ

科及びヨモギ属(λ肋〃∫切の花粉が主体をなす.

<完新統〉から採取したYB3～7の5試料では,最

下位のYB7試料と他の4試料とで樹木花粉の構成に大

きな違いが認められる.すなわち,YB7試料では五葉

マツ亜属,ツガ属,カバノキ属及びトウヒ属の花粉を特

徴的に産するのに対して,他の4試料ではこれらの花粉

を全く産出しない(第18図).YB7試料では,このほか

に亜属不明マツ属,コナラ亜属等の樹木花粉を産する.

また,草本類花粉ではキンポウゲ科の花粉が卓越する.

YB6～4試料では,ハンノキ属花粉及びシダ類胞子の

高い出現率を特徴とする.特に,YB5及びYB4試料

ではハンノキ属の出現率は80%を超える.YB6試料で

はハンノキ属の出現率は39完と前2者に比べてやや低

く,かわりにクリ属(Cα吻〃ω)やスギ属花粉の出現率

が高くなっている.

最上位の珊3試料では,ハンノキ属花粉及びツタ類

胞子の出現率は低下し,かわっ七スギ属及びコナラ亜属

の出現率が高くなっている.

8.考察

8.1地域花粉帯の設定

花粉分析の結果を14C年代値等の年代デｰタと照らし
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京都府丹後半島地域の更新世後期から完新世の堆積物とその花粉分析（杉山ほか2名）

　　　　　　　　　　　第2表（つづき）

Sample　No。 TPA3一 23456791011131416
。4席θ而sεα（ヨモギ属）

Carduoideae（キク亜科）

Unknowh（属・科不明の花粉）

Osm肌ぬ（ゼンマイ属）

other　Pteridophyta（その他のシダ類）

Dinoflagellate（渦鞭藻類）

Foraminifera（有孔虫）

Arboreal　pollen（樹木花粉）

Non－arboreal　pollen（草本花粉）

Unknown（属・科不明花粉）

Fem　spores（シダ類胞子）

TOTAL（総計）

1 2　　3 3　　1

1　
48　　　 6　　　10　　　14　　　10　　　22　　　19　　　36　　　33

381　240

20　　32

14　　9

49　　6

464　287

1
1

224　　203　　160　　209　　111　　127　　180

4478691138　4　　3　　8　　2　　2　　2　　4
10　　　15　　　11　　　23　　　20　　　37　　　35

282　　228　　187　　240　　142　　177　　257

7
3
0
2
12

2

6

一　　1

7　　97

290

44

　6

98

438

＊　　Taxa6eae－Cephalotaxaceae－Cupressaceae

　下位のNo．8及びNo．7はスギ属及びコナラ亜属の花

粉を多産し，五葉マツ亜属（P伽％s　subgen．παρloηJo一

％），カバノキ属（βθ翻α），ハンノキ属，ブナ属等を伴

う．草本類花粉としては，キソポウゲ科（Ranuncla－

ceae），カヤツリグサ科，イネ科等の花粉を産する．

　中位のNo．6，5，4の各試料では，主として五葉マツ

亜属，亜属不明のマツ属（躍％％s　Unknown），ツガ属

（丁脇gα），ハンノキ属，カバノキ属，モミ属（！1漉s）を

産し，下位のNo．8及び7では見られなかったトウヒ属

（P吻α）が認められる．また，下位試料では多産したス

ギ属及びコナラ亜属の出現率が低く，ヅナ属はほとんど

認められない．草本類花粉ではカヤツリグサ科，イネ科

及びミズバショウ属（功就勧碗）を主とし，下位試料

で多産したキンポウゲ科の出現率は低い．

　上位のNo．3，2，1の3試料では，ハンノキ属及びス

ギ属の花粉が卓越し，コナラ亜属及びクマシデ属一アサ

ダ属等を伴う．このうち，No．2試料ではハンノキ属の

出現率が80％を越える．これら3試料では，下位の

No．6からNo．4試料に多産する五葉マツ亜属，亜属不

明マツ属，ツガ属，カバノキ属及びモミ属の花粉は著し

く少ないか全く認められない．また，トウヒ属び）花粉は

出現しない．草本類花粉では，産出個体数の少ないNo．

2を除いて，イネ科及びカヤツリグサ科の花粉が卓越し，

下位のNo．9からNo．4まで連続して認められたミズバ

ショウ属の花粉はNo．3以上では全く見られない．

　トレソチ壁面から採取した9試料については，全試料

から花粉を多数産出した（第5表），

　＜更新統＞から採取したYA11，12，13，14の各試料で

は，各試料毎に出現率は幾分異なるものの，五葉マツ亜

属，亜属不明マツ属，ツガ属，トウヒ属，モミ属，クマ

シデ属一アサダ属，カバノキ属，ハソノキ属等を主とし

て産する（第18図）．スギ属及びコナラ亜属の出現率は

低く，ブナ属はほとんど認められない．草本類花粉では，

カヤツリグサ科，イネ科，ミズバショウ属キンポウゲ

科及びヨモギ属（・4吻吻s宛）の花粉が主体をなす．

　＜完新統＞から採取したYB3～7の5試料では，最

下位のYB7試料と他の4試料とで樹木花粉の構成に大

きな違いが認められる．すなわち，YB7試料では五葉

マツ亜属，ツガ属，カバノキ属及びトウヒ属の花粉を特

徴的に産するのに対して，他の4試料ではこれらの花粉

を全く産出しない（第18図）．YB7試料では，このほか

に亜属不明マツ属，コナラ亜属等の樹木花粉を産する．

また，草本類花粉ではキンポウゲ科の花粉が卓越する．

　YB6～4試料では，ハンノキ属花粉及びシダ類胞子の

高い出現率を特徴とする．特に，YB5及びYB4試料

ではハンノキ属の出現率は80％を超える．YB6試料で

はハンノキ属の出現率は39男と前2者に比べてやや低

く，かわりにクリ属（CαS如惚召）やスギ属花粉の出現率

が高くなっている．

　最上位のYB3試料では，ハンノキ属花粉及びシダ類

胞子の出現率は低下し，かわってスギ属及びコナラ亜属

の出現率が高くなっている．

8．考察

8．且地域花粉帯の設定

花粉分析の結果を14C年代値等の年代データと照らし
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京都府丹後半島地域の更新世後期から完新世の堆積物とその花粉分析(杉山ほか2名)

第3表
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京都府丹後半島地域の更新世後期から完新世の堆積物とその花粉分析（杉山ほか2名）

第3表　A－4ボーリング試料の花粉分析結果

Sample　No． TPA4一 2 3 5 6 7 9 10 11

A尻es
％ω9α

一P‘oθα

P‘πμs　subgen。磁ρZoκッεoη

Pεπ㏄s　subgen．　五）‘p乙o藩ッ置oπ

Pε磁s（Unknown）
Sc‘αdO画ツs

CrツP孟omεr‘α

T．一C．

Sα麗κ

Pむεrocαrツα

」ωgzαηs

Cαηρ‘πμs－Osεr』yα

Bε伽zα

窺π㏄S

Fα9μS

Qωercμs　subgen．　LεPεdobα乙απμs

Qωα℃ωs　subgen．　CッcεobαεαπoPs‘s

cαs古απeα

Cαs孟απops‘s

Uε㎜s－Zε漉oひα

Ce㌃‘s一・4Pんαπαηεんe

Sαρ如m（シラキ属）

R加S（ウルシ属）

Acεr
AθSCL諾μS

Rhamnaceae
Pα7≠んεπOC‘SSμS

Araliaceae

Comωs（ミズキ属）
sむlyハαx

Frα劣‘πししs

vε加mμ耽
Wε‘8θ置α（タニウツギ属）

Tlyphα

∫b雄肌08就oπ（ヒルムシロ属）

Sαg批αrめ（オモダカ属）

Gramineae

Cyperaceae
Iridaceae（アヤメ科）

Moraceae
Po砂80πμm　sect．Persicaria－Echino．

ハ41yんopんly伽m（フサモ属）

cα脚απ認α
／玉7≠θ7η‘S‘α

Carduoideae

Unknown

Llycopod如偽（ヒカゲノカズラ属）

Os肌ωπdα

othcr　Pteridophyta

Dinoflagellate

Arboreal　pollen

Non－arboreal　pollen

Unknown
Fern　spores
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7
2
2
2
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1

2
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5
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A-4ポｰリング試料の花粉ダイアグラム

各分類灘の和名は第2及ぴ3表参照.

柱状図の層相は第7図参照.�
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地質調査所月報(第37巻第11号)

第4表C-5ボｰリング試料の花粉分析結果

卡����偃�

1〕odocαrpω8(マキ属)

λb{2s
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1〕此εα

P{πωssubgen･11αρ1o北=yloπ
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SCゴαd0〃ツS
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T.一Cl

sα〃π

山g工αn8

Cαrρ加ω8-08炉ツα
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B2加1α
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万αgωs
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vめ〃πωm
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LツS`Cん北｡π(ミズバショウ属)
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1〕oエツ9oπωη1sect.Persicaria-Echino.
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京都府丹後半島地域の更新世後期から完新世の堆積物とその花粉分析(杉山ほか2名)

第4表(つづき)

SampleNo.TPC5一

一12345678

λr`8m三s`α

��畯��攀

Cichorioideae(タンポポ亜科)

����

〃C0ρ0砒ωm

Osmωπdα

潴���物摯��愀

sρんαgnαm(ミズゴケ属)

Pseudoschizaea(淡水生藻類)

����灯��

�渭����灯��

����

䙥�獰��
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�

�

�

�
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㌹�

㌶�
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一一3

㈳㈭

��㈲�

一一1
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���㈷㌀
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合わせると,下岡地区の<完新統〉最下部から採取され

たTPA3-16試料と矢田地区の<完新統>下部から採取

されたTPC5-3及びYB6試料とは,樹木花粉の構成及

び14C年代値がよく一致し,両者は同一時代に対比でき

ると考えられる.しかし,これら試料よりも上位の層準

から採取された試料については,下岡地区と矢田地区と

で花粉構成に大きな違いが認められる.両地区はわずか

5Km程しか離れておらず,高度的にも大きな差がない

ことから,この相違は両地区周辺の地形的画水文的環境

の違いによるものと推測される.実際,下岡地区が福田

川下流の谷幅約700mの開けた低地に位置し,25Km2

に達する集水域を有するのに対して,矢田地区は高度

100m前後の丘陵地域を開析した小河谷底に位置し,集

水域もわずか0･2Km2に過ぎない.この事実から判断

して,下岡地区の花粉構成の方がより広い地域の植生を

反映しているものと考えられる.

従って,本報告では下岡地区のTPA3-16及び矢田地

区のTPC5-3並びにYB6によって示される層準を“鍵

層準"として,これよりも上位の層準については矢田地

区の樹木花粉構成,これよりも下位の層準については下

岡地区の樹木花粉構成に基づいて,第6表に示したよう

だ地域花粉帯を設定した.

8･2各花粉帯の特徴及び古気候の変遷

(1)TAG-I帯

歩帯には,C-5ボｰリングのNo.8及びNo.7試料が

属する.

歩帯はスギ属及びコナラ亜属花粉の多産によって特徴

づけられ,五葉マツ亜属,カバノキ属,ハンノキ属,ブ

ナ属等の花粉を伴う､スギ属花粉の多産から,歩帯の時

代(TAG-1期)には年間降水量が2000mm以上(少な

くとも1600mm以上)であったと推定される(塚田,

1980)､また,五葉マツ亜属の花粉を伴うことから,現

在よりはやや冷涼た気候であったと思われる.しかし,

トウヒ属,ツガ属,モミ属等の寒冷要素がほとんど認め

られないことから,次のTAG一皿期よりは温暖な時代

であったと考えられる.

歩帯の年代デｰタとしては,既述のようにN0.8試料

から4万年前以上及び約3万年前,No.7試料から約1

万9千年前の14C年代値が得られている.しかしたがら,

上位のI帯に相当する層準には,姶良一Tn火山灰が挟

まれている.ことから,TAG-1帝の上限年代は少たく

とも2万2千年前よりは古いと考えられる.

以上の花粉構成及び年代デｰタから,TAG-1期は

最終氷期の最寒冷期に入る前の,やや温暖(現在よりは

冷涼)で湿潤な時期に当たると考えられる.

(2)TAG一皿帯

歩帯には,C-5ボｰリングのNo.6,5,4の各試料及

びトレンチ壁面から採取したYA11,12,13,14の各試料

が属する.

歩帯では,下位の1帝に多産するスギ属及びコナラ亜

属花粉の出現率が低く,ブナ属花粉はほとんど認められ

たい.かわって,マツ属及びツガ属花粉の出現率が高く

なるとともに,1帝にはほとんど出現しないモミ属及び

トウヒ属花粉が認められる.このほか,試料によっては

一593一�



地質調査所月報(第37巻第11号)

第5表矢田地区トレンチ壁面試料の花粉分析結果
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第6表

下岡地区及び矢田地区の試料に基づく丹後半島地域の地域花粉帯

特徴的に産する

花粉帯

樹木花粉

各花粉帯に

属する試料

主な1壬C年代値

及び広域火山灰

TAG-Vスギ属

(樹木花粉の39～

78%を占める)

TAG一]V

�������

�����

�������

�����

スギ属及びTPA3-16

ハンノキ属TPC5-3

��

��ケ������

鬼界アカボヤ火山灰

��㌭�

�〵ケ�����㈩

��ケ������

��ケ㈲�����

��ケ㈵���

TAG一皿

五葉マツ亜属,YB7

ツガ属,モミ属,

コナラ亜属

��������

TAG一■五葉マツ亜属,

ツガ属,モミ属,

トウヒ属

�����

���㈬���

���������

㈱���㌰��㈩

㈴���〰���

姶良一Tn火山灰(TpC5

-5～6の問,上記3年代値

との関係は不明)

���

メギ属及びTPC5-7.8

コナラ亜属

������偃��

(姶良一Tn火山灰より下位)

:;1㍑1501(･…一･)

ハンノキ属,カバノキ属及びクマシデ属一アサダ属の花

粉が比較的高い出現率を示す.このようた花粉構成の変

化は,気候の寒冷化が進み,TAG-1期のスキｰコナ

ラ林からTAG一皿期の五葉マツ亜属,ツガ属等の針葉

樹類とハンノキ属,カバノキ属等の落葉広葉樹類とから

なる植生へと変化したことを示唆している.

歩帯の年代デｰタとしては,第6表に示したように,

トレンチ壁面試料から約2万4千年前から1万8千年前

にかけての3つの1里C年代値が得られている.また,C

-5ボｰリングでは,歩帯に相当する層準の中部に姶良

一Tn火山灰が挟まれている.

以上の花粉構成及び年代デｰタから判断して,TAG一

皿期は最終氷期の寒冷期に相当すると考えられる.

(3)TAG一皿帯

歩帯には,矢田地区トレンチ壁面から採取したY逐7

試料が属する.

歩帯の花粉構成は下位のTAG一皿帯に類似し一言五葉

マツ亜属及び亜属不明マツ属が高い出現率を示し,ツガ

属,モミ属,カバノキ属等の冷涼一寒冷要素を伴う.歩

帯ではTAG-1帝の上部(TPC5-4及びYA11)に比べ

てツガ属及びトウヒ属花粉の出現率が低く,コナラ亜属

及びスギ属花粉の出現率がやや高くなっている.これら

の事実は,TAG一皿期が冷涼な時期であったものの,

TAG1期の後期よりはやや温暖な気候であったこと

を示唆する.

歩帯に属するYB7試料は,矢田地区の<更新統〉を

不整合に覆う<完新統〉の基底から採取されたものであ

り,その1里C年代は約1万2千年前である.

以上のような花粉構成,14C年代値及び層序的位置か

ら,TAG一皿期は晩氷期(最終氷期最末期)に相当する

と考えられる.

(14)TAG-M帯

歩帯に属する試料は,矢田地区C-5ポｰリングの

N0.3試料及びトレンチ壁面から採取したYB6試料,

一596一�



京都府丹後半島地域の更新世後期から完新世の堆積物とその花粉分析(杉山ほか2名)

並びに下岡地区A-3ボｰリングのNo.16試料である.

歩帯は,スギ属及びハンノキ属花粉の出現率が高いこ

と(両属とも約20～50完の出現率),及び皿一皿帯に多産

した五葉マツ亜属並びにツガ属,モミ属,カバノキ属,

トウヒ属等の冷涼一寒冷要素がほとんど認められなくな

ることにより特徴づけられる.このことは,古気候が暖

化したことを示している.また,スギ属及びハンノキ属

の高い出現率は,古気候が暖化すると共に湿潤化したこ

とを示していると考えられる.

以上の花粉構成及び第6表に示した14C年代値から,

TAG-1V期は後氷期(完新世)の前期に相当すると考え

られる.

(5)TAG-V帯

歩帯には,A-3ポｰリングのNo.11-No.2の9試料

及びA-4ポｰリングのNo.12-No.2の9試料が属する.

歩帯はスギ属花粉の著しい多産(約40%～80省の出現

率)により特徴づけられ,その時代は14C年代デｰタ(ト

レンチ壁面の年代デｰタも含めて)によると約8,000年

前から約3,000年前にわたる､スギ属のほかには,各試

料により出現率は異なるが,ブナ属,コナラ属,クマシ

デ属一アサダ属ニレ属一ケヤキ属(σ伽附Z2鳩｡砂α),エ

ノキ属一ムクノキ属(Cθ肱一λ助α伽%伽)及びトチノキ

属等の広葉樹花粉を伴う.針葉樹花粉としては,マツ属

及びモミ属花粉が主として中位の試料(例えばA-3ボｰ

リングのNo.7及び6)に見られるが,出現率は最高で

も10完に達しない.以上のような花粉構成上の特徴は,

TAG-V期が全体としてスギ属の生育に適した温暖･

湿潤た時期であることを示している.

また,!4C年代及び鬼界アカボヤ火山灰層に基づいて

花粉構成の変遷を詳細に検討すると,スギ属花粉の出現

率は7,500～7,000年前頃に一且ピｰク(70～80老程度)

に達した後,鬼界アカボヤ火山灰の降下直前頃から40

～60%程度に低下し,更に少なくとも5,000年前以降

に再び70省を超えている.スギ属花粉の出現率が低下

した時期には,エノキ属一ムクノキ属等の暖温帯性広葉

樹を含む広葉樹花粉が相対的に増加している.この時期

は概ね縄文海進のピｰク期(ヒプツサｰマル)と一致する

ことから,広葉樹花粉の相対的増加は,より一層の温暖

化によりもたらされた可能性がある.

たお,C-5ボｰリングのNo.1及びNo.2試料並びに

矢田地区トレンチのYB3及び4試料は,14C年代デｰ

タから判断して,TAG-V帯たいしその上位の層準に

属すると考えられる.また,YB5試料はTAG-W帯～

V帯下部に相当する可能性が高い.これらの試料のうち,

No.2及びYB4,5試料ではハンノキ属花粉の出現率が

80%を超えている.また,No.1試料でもハンノキ属花

粉の出現率はスギ属花粉に次いで高い.ハンノキ属の高

い出現率は,矢田地区が山あいの小河谷底に位置してい

ることを反映している可能性が高い.

8.3福井県三方湖における花粉分析結果との比較

三方湖は若狭湾に面した福井県三方郡三方町に位置し,

今回花粉分析を行った丹後半島地域下間及び矢田地区の

東約80Kmの位置に当る.安田(1982.1983)は,鳥浜

貝塚に隣接した三方湖南部において採取したボｰリング

コア試料の花粉分析結果を報告している.それによると,

三方湖では下位より,MG(1･I･皿),FG(い

い囮･M伺V),L及びRの各花粉帯が議別されてい

る.

最下位のMG帯は,スギ属花粉の多産によって特徴

づけられ,ハンノキ属,コナラ亜属,ブナ属等の花粉も

高い出現率を示している.FG帯は,スギ属花粉の出現

率が極めて低いこと,及びツガ属,モミ属,トウヒ属及

び五葉マツ亜属等の冷涼一寒冷要素が卓越することによ

り特徴づけられる.また,L帯の花粉組成はFG帯のも

のと類似するが,FG帯上部に比べてツガ属花粉の出現

率が低く,コナラ亜属,ヤナギ属及びハンノキ属花粉の

出現率が高くたっている.最上位のR帯は,下位より

Sub-zone1～Sub･zone4の4亜帯に細分されている.各

亜帯は,次に記すような分類群の花粉を顕著に産出して

いる.

Sub-zone1ハンノキ属,ブナ属,コナラ亜属

Sub-zone2ハンノキ属(下部),スギ属(特に上部),

ブナ属(下部),コナラ亜属(下部),エノ

キ属一ムクノキ属,アカガシ亜属(上部)

Sub-zone3スギ属,アカガツ亜属,シイノキ属

Sub-zone4スギ属,二葉マツ亜属,シイノキ属,

アカガツ亜属

14C年代デｰタとしては,MG帯中部の試料から41,

800+3,000,一1,800yr.B.P.,FG帯上部の試料から

18,100±140yLB.P一,L帯の試料から15,500±150yr.

B.P.の値が各々得られている.

以上のような三方湖における花粉分析及び年代測定結

果を前節までに述べた丹後半島地域の結果と比較すると,

両地域の各花粉帯は第7表のように対比できるものと考

えられる.すなわち,丹後半島地域のTAG-1～V帯

は,各々,三方湖地域のMG帯,FG帯,L帯,R帯の

Sub-zOne1～2,R帯のSub-zone2～3に対比されると

推定される.

また,両地域の花粉構成上の主な相違点として,次の

点が指摘できる.TAG-1及び皿帯では,MG帯及び
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第7表

丹後半島地域及び三方湖地域における地域花粉帯の対比

�����丹後半島地域����三方湖地域

�����1本研究)����(安田ユ982ユ983〕

���花粉帯を設������

���足した層準��花粉帯�主な'℃年代値�花粉帯��'℃年代値

��〈爆���?���4�

���〈������

串�聚��握��__企__����

��曝�������

��1貫〉�転���･5,辺10±120��3�

転�糸�凶�①$��TAG-Y��R��

��黒�凶���8,050±180��2�

択�薄�匿�黒������

��←�田������

���*��TAG-W�く8,880±220��1�

�舞����TAG-III�11,910±250���

�糸����一■τ■一����

����く巳�?�L���

�醤���翻�����15,500±ユ50

�����

�����

串�����__上__���FGV�

�聚�����･18,180±1,910���･18,100±140

�走�������FGlV�

�･徽��������

�e��②������

�聚����TAG-II���FGm�

転�崇��〈���･24,390土700���

�誌��環������

���転�����FGII�

�輯��陶������

���〉������

���凶�����FGI�

閥���黒������

�Q聚��田������

���氷�����MGIII�

�聚輿紳����TAG-I����

������〈欄雄150��MGII�…,…士1:lll

�蓮轡��������

�皿降窮����一■τ■一���MGI�

�����

①鬼界アカボヤ火山灰

②姶良一Tn火山灰

FG帯に比べてツガ属年対する五葉マツ亜属の出現比率

が高い.また,TAG一皿帯では,FG帯(特に,･そのう

ちの一時的な粗暖期の層準)にかなりの高率で出現する

ヤナギ属がほとんど認められたい.TAG-V帯では,R

帯のSub-zOne1～2に比べてブナ属の出現率が著しく低

い.TAG-V帯では,R帯のSub-zone2上部～3に比

べてアカガシ亜属及びシイノキ属の出現率が著しく低く,

スギ属の出現率が相対的に高くなっている.更に,丹後

地方では,三方湖においてFG帯を中心にかなりの高率

で出現するハッバミ属をどの層準からもほとんど産出し

たい.これらの相違点は,両地域の環境の違い,おそら

く若狭湾に面した三方湖地域の方がより温暖で湿潤た環

境にあったことを示唆していると思われるが,この点に

ついての詳細な検討は別の機会に譲りたい.

鼠盈丹後半島地域における最終氷期後期一完新世の

堆積史

本節では,これまでの記載及び考察をもとに,丹後半

島地域(主として下間及び矢田地区)における後期更新世

以降の堆積史について考察を行い,本報告のまとめとし

たい.

矢田地区のC-5ポｰリング試料及びトレンチ壁面試料

の花粉分析及び14C年代測定により,同地区の<更新

統>は最終氷期後期の湿潤｡温暖期から寒冷期にかけて

の堆積物であることが明らかになった.また,ボｰリン

グ調査の結果,矢田地区のほかに,下間画安直上菅の各

地区においても,固結度の低い<完新統〉の下位に,よ

り固結度の高い<更新統〉が存在することが判明した.

これらの<更新統〉については花粉分析及び14C年代測

定を行っていないため,その正確な堆積年代は不明であ

るが,固結度及び層相の類似性から概ね矢田地区の<更

新統>に対比されるものと推定される.矢田地区のトレ

ンチ壁面では,<更新統>と<完新統>との間に不整合

が観察される.また,14C年代測定及び花粉分析結果か

らも最終氷期最寒冷期一晩氷期前期(約1万8千年前～

1万2千年前)の地層が欠如していると考えられる.ま

た,下岡地区では,<更新統〉はポｰリング側線東端の

A-0ボｰリングにのみ認められる.網野低地中央部か

ら西縁にかけての他のポｰリングでは,<完新統>の基

底砂礫層が直接基盤の北低層群を覆っている.第5図に

示した断面図から判断して,<完新統〉の堆積に先立っ
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て,低地西部を中心に<更新統〉及び基盤の北低層群が

侵食された可能性が高い､

以上の事実及び考察から,丹後半島地域の平野部や丘

陵地を開析した小河谷沿いでは,最終氷期の湿潤｡温暖

期から寒冷期にかけて<更新統〉が堆積し,それに続く

寒冷期のピｰクから晩氷期にかけては堆積作用が衰え,

侵食(下刻)作用が盛んになっていたと推測される.この

ような堆積作用の衰退,侵食作用の進展は,最終氷期最

寒冷期における海水準の低下及び気候の乾燥化(降水量

の減少)を反映していると考えられる.その後,約1万

2千年前以降,気候の湿潤化に伴い再び堆積作用が盛ん

になり,<完新統〉が堆積したと考えられる.

下岡地区では,第5図に示した断面図から完新世にお

ける福田川下流部(網野低地)の堆積環境の変遷をかなり

詳しく読みとることができる.すなわち,完新世初期

(14C年代値によれば約8,500年前以前)には,福田川の

上流域から供給された砂礫が最終氷期末期に形成された

谷を埋立てて堆積した.砂礫層(Ag)の厚さ及び基底面

の形態から,下岡付近における当時の福田川の主流路

(最終氷期末期の谷)は,網野低地の西部にあったと考え

られる.続く下部完新層(Al)の堆積期(約8,500～6,

000年前頃)には,厚い砂層の分布から判断して,下岡

付近における福田川の主流路は低地の西部から東部へ次

第に移動したと推定される.この時期,低地の西部には

主として,粘土,ツルト及び腐植が堆積しており,これ

らの中には貝殻片が含まれている.また,花粉分析を行

った際に,第2及び3表に示したように,3つの試料か

ら海生の渦鞭藻類(DinOHage11ate)及び有孔虫(Fora-

minifera)を産出した.従って,この時期の網野低地は

海水の影響が下岡付近にまで及ぶような入江～小湾入と

なっており,入江の東部に福田川が流入していたと考え

られる.その後,約6,000年前～5,500年前頃の上部完

新層(Au)下部が堆積した時期には,砂層の層厚変化か

ら,下岡付近における福田川の主流路は再び低地の西部

に移動したと推定される.更に約5,500年前以降の上部

完新層上部が堆積した時期になると,下岡付近には厚い

連続性のよい砂層は堆積しておらず,福田川による粗粒

砕贋物の供給量が減少したと考えられる.そして,網野

低地は全体として低湿地様の環境となり,現在に至って

いると考えられる.
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